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Ⅱ 八尾南遺跡第12次調査 (YS88-12)発掘調査報告



例

1.本書は、八尾市若林町 2丁目147番地で実施した工場建設に伴う発掘調査の報告書である。

1.本書で報告する八尾南遺跡第12次調査 (Y S88-12)の 発掘調査の業務は、八尾市教育委

員会の指示書 (八教社文第42号 昭和63年 6月 15日)に基づき、財団法人八尾市文化財調

査研究会が株式会社小倉屋山本食品から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は昭和63年 8月 29日から昭和63年 10月 21日 にかけて、原田昌則を担当者として実

施した。面積860Hrを測る。調査においては中切孝彦・八元聡志が参加した。

1.内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成 7年 1月 31日 に完了した。

1.本書作成に関わる業務は遺物実測―中西隆子、図面レイアウトー原田、図面 トレースー】ヒ

原清子、遺物写真―原田が行った。

1.本書の執筆・編集は原田が行った。

本 文 目 次

第 1章 調査に至る経過 ……………………………………………………………………………。131

第 2章 調査概要 ・…・………………………………………………………………………………・131

第 1節 調査の方法と経過 ………………………………………………………………………。131

第 2節 基本層序 …………………………………………………………………………………・132

第 3節 検出遺構 。出土遺物 ……………………………………………………………………・133

第 3章 まとめ …… …………………………… …………………… ………………… ………・。143

ロ



挿 図 目 次

第 1図 基本層序模式図 ………………………………Ⅲ…Ⅲ………………………………………・・132

第 2図 調査区設定図および地区割図 ……………………………………………………………。133

第 3図 検出遺構平面図 ……………………………………………………………………………。134

第 4図  2号墳 (1)、 4号墳 (2)出土遺物実測図……………………………………………135

第 5図  1号墳～ 3号墳平面図および周溝断面図・・……………………………………………。136

第 6図 SW-1平 断面図 "………………………………………………………………………。137

第 7図 SW-1出 土遺物実測図 …………………………・………………………………………138

第 8図 4号墳平面図および周溝断面図 …………………………………………………………■39

第 9図 SP-3(13)、 SP-10(14)出土遺物実測図………………………………………139

第10図 包含層出土遺物実測図 ……………………………………………………………………。141

写真 1 北区北壁 (Y10付近)・…………Ⅲ………………………………………………………・132

真 次

図 版 目 次

図版一 南区全景

図版二 北区全景

図版三 南区 1号墳～ 3号墳検出状況

南区 1号墳・ 2号墳検出状況

図版四 南区 2号墳東周溝内遺物出土状況

南区SW-1検 出状況

図版五 北区 3号墳・ 4号墳検出状況

北区 4号墳検出状況

図版六 2号墳、SW-1出土遺物



Ⅱ 八尾南遺跡第12次調査(YS88-12)

第 1章 調査に至る経過

八尾南遺跡は、河内台地の東縁から河内低地に位置する旧石器時代から中世に至る複合遺跡

である。現在の行政区画では、八尾市南西部の若林町 1～ 3丁目・西木の本 1～ 4丁目の東西

0.5km、 南北1,4kmがその範囲とされている。

昭和53年以降、八尾南遺跡調査会・八尾市教育委員会・大阪府教育委員会・餓八尾市文化財

調査研究会により、発掘調査が継続して実施されており旧石器時代から中世に至る遺構 。遺物

が広範囲にわたって検出されている。これらの調査結果を総合すれば、遺跡範囲の中央部以南

では旧石器時代以降の遺構・遺物が検出されているの対して、北部では弥生時代後期以降に開

発が顕在化する等の違いが認められている。このような違いの背景としては、遺跡範囲の中央

部付近 (地下鉄谷町線八尾南駅付近)が、河内台地の北端から河内低地に移行する変化点にあ

たり、この地点を境に南部と北部で地形的条件が異なっていたことによるものと推定されてい

る。

今回の発掘調査は、遺跡範囲の南部にあたる八尾市若林町 2丁目147番地で、八尾市教育委

員会が昭和63年 6月 9日 に実施した工場建設に伴う遺構確認調査で、弥生時代～平安時代の遺

物が検出されことから発掘調査を実施するに至ったものである。現地での発掘期間は、昭和63

年 8月 29日から昭和63年 10月 21日で、調査面積は860だを測る。報告書作成にかかわる業務は、

現地発掘調査終了後、平成 7年 1月 31日 まで随時実施した。

第 2章 査概要

第 1節 調査の方法と経過

調査では当初、建物の構築予定地の南側と北側に2箇所の調査区 (南区5× 55m・ 北区5×

41.5m)を設定し南区から調査を開始した。重機により、現地表下1.4m前後 (標高11.30m前

後)に存在する第 3層淡灰茶色細粒砂～中粒砂層上面までの掘削を行った結果、方墳の周溝と

推定される溝状遺構を検出した。このため、これらの調査経過を市教育委員会に報告し、協議

を重ねた結果、南区と北区の間を含めた全域を調査対象とすることが決定された。従って調査

途中で調査面積が483.5だから860だに変更された為、調査期間も当初の昭和63年 8月 29日 ～10

月8日 から10月 21日 に延長した。なお、調査面積の増大に伴い、掘削排土が内部で処理出来な

い等の問題から、調査地を南区と北区に三分する方法を取った。掘削に際しては、重機により

-131-



地表下1.2mま で掘削した後、以下0.2mについては層理に従って入力掘削を実施し、遺構 。遺

物の検出に努めた。調査の結果、現地表下14m前後 (標高1130m)付近に存在する第 3層淡

灰茶色細粒砂～中粒砂層上面で、古墳時代中期末～後期前半に比定される方墳 4基 (1号墳～

4号墳)。 土坑 1基 (SK-1)・ 土器集積 1箇所 (SW-1)・ 溝 1条 (SD-1)と 時期不

明の小穴19個 (SP-1～ SP-19)・ 溝 1条 (SD-2)を 検出した。なお、上記の調査終

了後、北区の北壁に沿って、東西方向にトレンチ (1× 34m)を設定し、後期旧石器時代相当

までの調査 (下層調査)を実施したが、遺構・遺物は検出されなかった。遺物は、遺構内およ

び第 2b層・第 3層から、弥生時代前期～中世に至る土器類 。石器類がコンテナ箱に 2箱程度

出土したが、 SW-1の 出土遺物を除けば小片化したものが大半を占めた。

第 2節 基本層序

第 0層 客土。層厚1.lm前後。地表面の標高はTP,+12.65m前 後。

第 1層  旧耕土。暗灰色砂質土。層厚01～0.25m。

第 2a層  床土。灰茶色砂質土。層厚015m前後。酸化鉄・マンガンが斑点状に沈着 してい

る。古墳時代中期以降の遺物が少量含まれている。

第 2b層  茶灰色砂質土。層厚0.05～0,lm。 第 2a層 よりやや濃い色調であるが、層相等は

同様である。古墳時代中期以降の遺物が極少量出土 している。

第 3層 淡灰茶色細粒砂～中粒砂。層厚0.1～ 03m。 弥生時代前期から中期の遺物が極少量

出土している。上面が遺構検出面。

Y10

jLH  I

TP+1200m

一遺構検出面

1100m

1000m

0

I

3

4

5

‐１

・‐２

‐３

‐４

写真 1 北区北壁 (Y10付近)第 1図 基本層序模式図
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第 4層 橙茶色～暗灰色シルト～粘質土。層厚0.lm。

第 5層 暗灰褐色細粒砂～粘質土。層厚0.1～ 0.2m。

第 6層 淡灰橙色～灰褐色の色調で上部が細粒砂、下部がシルト～粘質土。層厚01～0.2n。

第 7層 淡灰青色粘質シルト。層厚0.1～ 0.2m。

第 8層 淡灰黒色粘土。層厚01m前後。

第 9層 淡青灰色粘土。粘性の弱い粘土である。層厚01～ 0.2m。

第10層 青灰色粘土。層厚0.15m前後。

第11層 淡青色シル ト～粘質土。層厚015m前後。

第12層 黒灰色粘土。粘性が強い。層厚0.lm前後。

第13層 灰黒色粘土。層厚0.05m前後。

第14層 灰黒色シル ト～粘質土。層厚0.15m以上。

第 3節 検出遺構・ 出土遺物

方墳

方墳は4基 (1号墳～ 4号墳)を検出した。そのうち、 1号墳～ 3号墳は南区の中央部に集

中しており、主軸方向もほぼ一致している。北区の西部で検出した4号墳は、 3号墳の北西約

8mに位置しており、主軸方向や周溝規模が 1号墳・ 2号墳と共通している。 4基共に墳丘の

大半が後世に削平を受けており、埋葬主体は検出されていない。

第 2図 調査区設定図および地区割図
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I 八尾南遺跡第12次調査(YS88-12)

1号墳 (八尾南11号墳)

南区の中央部で検出した。南西部は調査区外に至る。また、東周溝の上部はSD-2に よっ

て削平を受けている。墳丘の平面形は方形を呈し、方向は南北軸に対しN-20° 一Eを示す。

一辺の規模は東西6.2m・ 南北6.Omを測る。周溝の断面はほぼU字形を呈 し、幅0.55～ 0.75m

深さ025～0.42mを測る。周溝内部の埋土は、基本的には2層で上層が暗灰茶色砂質土で下層

は灰色砂質土である。ただし、東周溝の上部はSD-2に よって削平を受けているため、下層

のみを検出したにすぎない。なお、墳丘内で小穴 2個 (SP-12・ SP-13)を 検出したが、

1号墳との関連は不明である。遺物は出土しなかった。

2号墳 (八尾南12号墳)

1号墳の西側に位置するもので、方墳の北東隅を検出した。南側は調査区外に至るため全容

は不明であるが、検出部分の北辺で44mを測る。方向は南北軸に対してN-20° 一Eを示す。

なお、北周溝と3号墳の南周溝をつなぐ小溝 (幅0.2～ 0.5m。 長さ04m)が存在しているが、

意識して開削されたものか、偶発的な作用で出来たも

のかは区別し得ない。周溝は断面U字形を呈 し、幅

0.7～0.85m、 深さ0,15～ 0.25mを測る。周溝内部の埋

土は 1号墳と同様である。なお、下部の一部には黒褐

色粘質土が堆積しており、一時期滞水していたことが

窺える。遺物は東周溝で完形の土師器直口壷 (1)が

出上している。(1)は球形の体部から上外方に直線

的に伸びる日頚部が付く直口壷で、日径9.4cm、 器高

13cm、 体部最大径13.9cmを測る。日頚部内面に強いヨ

コナデによる沈線状の窪みが巡る。体部外面にはハケ

ナデが施されている。明赤茶色の色調で胎土には0.1

～ l mm大の石英 。長石粒が多量に含まれている。

0                1ocm

第 4図  2号墳 (1)、 4号墳 (2)
出土遺物実測図

3号墳 (八尾南13号墳)

1号墳・ 2号境の北側に位置する。墳丘の平面形は不整の長方形を呈し、方向は南】ヒ軸に対

しN-21° 一Eを示す。一辺の規模は、東西幅7.9m、 南北幅5,6～ 6.8mを測る。周溝は東周溝

がSD-2に よって削平を受けているが、検出部分で幅0,45～ 2.9m、 深さ0.15～ 0.2mを測り、

溝底面は水平な面を有している。周溝内部の埋土は2号墳と同様であるが、北周溝では最下層

に明灰茶色シルト混砂質土が堆積している。また、南周溝の西側部分では周溝幅が狭くなる部

分が認められることから、 2号墳が築造された後に3号墳が築造されたものと考えられる。墳

丘部および周溝内からは遺物は出土していないが、周溝北西隅の外側で 3号墳に関連すると思

―…135-
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Ⅱ 八尾南遺跡第12次調査(YS88-12)

われる須恵器蓋杯が 5組が集中して出土する土器集積 (SW-1)が 検出されている。また、

墳丘の北西部で土坑 (SK-1)お よび小穴 (SP-11)を検出したが、その性格や時期は不

明である。

上器集積 (SW)

SW-1

3号墳の北西隅で検出した。周溝に接近 した位置に存在 しており、周溝の外側ラインとの間

隔は 7 clllを 測る。土器集積は、須恵器蓋杯のセットを南側で 3組、西から蓋杯 (3・ 4)、 蓋

杯 (5・ 6)、 蓋杯 (7・ 8)と 北側で 2組、西から蓋杯 (9。 10)、 蓋杯 (11・ 12)の計 5組

の蓋杯で構成されている。検出時点では、杯身 5点は完存 していたが杯蓋 (3・ 5・ 9)につ

いては、後世の削平のため小片化しており、部分的に欠損した箇所が認められた。

杯蓋 5点 (3・ 5。 7・ 9・ 11)は 日径12.0～ 12,7cm、 器高4.7～ 5.lcm、 稜径12.1～ 12.5clllを

測る。天丼部はやや高く丸味を持つもので、鋭 く水平方向に伸びる稜から口縁部がほぼ垂直に

下るもので、日縁端部はわずかに段を有 し内傾するものである。天丼部のロクロ回転の方向は

(9)が時計回り、(3・ 5・ 7・ 11)が逆時計回りである。色調は (5)は灰白色であるが他

は青灰色で、焼成は良好堅緻である。杯身 5点 (4・ 6・ 8・ 10・ 12)は 日径10.5～ 11.4clll、

器高5,1～ 5,7cm、 受

部径 12.3～ 13.l cm、

立ち上が り高 1.6～

2.lcmを測る。 底体

部の形態では深 くて

丸い (6)の他はや

や深 くて丸味をもつ

ものである。立ち上

がりは、概ね内傾し

て伸びるもので (4)

が2.l cmと やや高い

が、他は1,7 cm前 後

を測る。受部は外上

方に短 く伸びる。日

縁端部はわずかな段

を有し内傾する (4・

6・ 10・ 12)と 平で

Y21
+x18

第 6図  SW-1平 断面図
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第7図 SW-1出土遺物実測図

内傾する (8)がある。底体部のロクロ回転の方向は (4・ 6)が時計回り、(6・ 10・ 12)

が逆時計回りである。色調は (6)が灰白色であるが、他は青灰色で焼成は (6)がややあま

い他は、良好堅緻である。杯身 (6)がやや新しい様相を呈しているが他は、T K23型式に対

比されよう。

4号墳 (八尾南14号墳)

北区の北西隅で検出した。北部および北西部は調査区外に至るため全容は不明であるが、墳

丘の平面形は隅丸胴張り方形を呈するものと推定される。方向は南北軸に対 してN-10° ―E

を示す。一辺の規模は検出した南辺で8.5mを測る。周溝は断面U字形を呈し、幅0.6～ 1.Om、

深さ0。 1～0.3mを測る。周溝内の埋土は大半が灰褐色砂質土である。遺物は周溝内から須恵器

杯身・杯蓋・壷の小片が極少量出土している。そのうち図化できたものは須恵器広口壷 (2)

の 1点である。(2)は広日壷の日頚部の1/8程度が遺存するもので、復元口径17.3cmを測る。

頚部は上外方にゆるやかに伸びるもので、端部は肥厚し、外端面下部に 1条の凹線が巡らされ

ている。灰白色の色調で焼成は良好堅緻である。M T15型式に対比されよう。

上坑 (SK)

SK-1

3号墳の墳丘部で検出した。楕円形を呈し、長径2.lm、 短径0.6mを測る。断面の形状は浅

い皿状を呈するが、底部には小穴状の窪みが 4個存在している。遺物は出土しておらず帰属時

期や 3号墳との関係は不明である。
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SP-19

…
漏

抗

~~ ~
1 灰掲色砂質土
2 灰茶色砂質土
3 黄灰色粘質土

―

平面図 (1/100)

0           2m

断面図 (1/80)

第8図  4号墳平面図および周溝断面図

溝 (SD)

SD-1

南区で検出した。北東―南西方向に伸びるものであるが、南側は調査区外に至るため不明で

ある。検出長2.5mを測り、幅0,3～0.4m、 深さ0.04～ 0.13mで南に向かって深くなっている。

断面の形状はU字形である。埋土は灰色砂質± 1層である。遺物は出土 していない。

SD-2

調査区の中央部を南北方向に伸びる溝で、 1号墳と 3号墳の東周溝の上部を切っている。流

路方向がほぼ磁北方向に一致 していることから、条里遺制を踏襲した溝であると考えられる。

遺物は近世に比定される国産磁器の小片が少量出土 している。

rlヽ,k(SP)

全体で19個 (SP-1～ SP-1の

検出した。上面形状は円形ないしは

楕円形を呈し、規模は幅0.3～0,7m、

深さ0.11～ 0,37mを測る。埋土は、

SP-9・ SP-19が淡灰色砂質土

である他は淡灰褐色砂質上である。 第 9図 SP-3
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遺物はSP-3か ら土師器鉢 (13)、 SP-10か らは須恵器杯蓋 (14)が 出上 した。 (13)は い

わゆる鉄鉢形を呈するもので復元回径23.3cmを 測る。全体に丁寧な作りで、体部上半か ら回縁

部にかけてはヨコナデ調整が行われている。胎上には精良な粘土が使用されている。色調は淡

赤茶色で焼成は良好である。奈良時代に比定されるものである。(14)は 須恵器杯蓋の天丼部

から回縁部にかけての資料である。復元口径13.6cmを 測る。鈍 く短い稜から口縁部が下外方に

下るもので、端部は段を有し内傾している。色調は内外面ともに青灰色で、器肉部分は紫灰色

である。外面全体に灰かぶりが認められる。古墳時代中期末に比定されよう。

包含層出土遺物

遺物は第 2b層および第 3層から出土 している。全体に小片化 したものが大半で、量的にも

コンテナ箱に半分程度である。時期的には弥生時代前期～中世に至るもので、種別では弥生土

器・土師器・須恵器 。埴輪・瓦器椀・ 白磁・青磁 。国産陶磁器・屋瓦のほか、サヌカイ トの剥

片等がある。図化 し得たものは25点 (15～ 39)である。

弥生土器-6点 (15～ 20)を図化した。 (15)が甕、 (16～ 20)が壷である。時期的には (16)

が中期後半 (畿内第Ⅳ様式)であるが、そのほかは前期 (畿内第 I様式)に比定されるもので

ある。

(15)は 口縁端部に刻目をもつ甕で復元回径26.Ocmを 測る。 2G・ H地区出土。 (16)は 広

口壷で復元口径22.3cmを 測る。上下に大きく拡張する口縁部を有するもので、外面には簾状文

を上下 2段に配し、その間に列点文が施文されている。生駒西麓産である。 4F～ H地区出土。

(17・ 18)は広口壺の体部から頚部にかけての小片である。体部と頚部の境に段を有する (17)

と沈線を有する (18)が ある。(17)1ま生駒西麓産である。 (17・ 18)は ともに 2G・ H地区出

土である。 (19・ 20)は壺の底部で底径は (19)が 8 7cm、 (20)が9.lcmを測る。 ともに胎土に

は、石英・長石 。チャートの小粒が多量に含まれている。 (19)が 4F地区、(20)が 5H地区

出土である。

須恵器 -11点 (21～ 31)を図化 した。種別では、杯蓋 3点 (21～ 23)、 杯身 4点 (24～ 27)、

短頚壺 2点 (28・ 29)、 広口壷 1点 (30)、 器台 1点 (31)である。(21)はやや高 く丸みを持

つ天丼部を有する杯蓋で、日径15 0clll、 器高4.8cmを 測る。稜は退化 しており、天丼部 と口縁

部との境に凹線を巡らしている。 T K10型式に対比される。 5D～ I地区出土。 (22)は 口縁

部が1/6程度遺存するもので、口径13.5cmを測る。低くて丸い天丼部を有するもので、日縁端部

は段を有し内傾している。 3・ 4EF地区出土。(23)は天丼部中央部を欠損しているが、宝

珠つまみを有する杯蓋である。 8世紀以降に比定されるものである。 2A～ 」地区出土。杯身

は4点 (24～ 27)図化したが (24)が 1/2程度遺存している他は小片である。(24)は丸味をも

つ底体部から立ち上がりが短く内傾して伸びるもので、端部は段を有し内傾して終る。T K23
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第10図 包含層出土遺物実測図
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～T K47型式に対比されよう。 304CD地 区出土。(25・ 27)は受部が上外方に短く伸びる

もので、立ち上がりは短く内傾している。T K10型式に対比されよう。ともに、 3・ 4F～H

地区出上である。(26)は立ち上がりが前記のものに比して長く、受部も水平方向に伸びるも

のでM T15型式に対比されよう。 5B地区出土。(28)は扁球形で体部の最大径がやや上位に

位置する体部から上外方に伸びる短頚壺である。日径7.2cm、 体部最大径8.9cmを測る。体部上

半にカキロ、日縁部から体部上半にかけて灰かぶりが認められる。 5DE地区出土。 (29)とよ

口縁部および底部を欠損するものである。体部外面に回転ヘラケズリが行われている。 5HI

地区出土。(30)は広口壷の日頚部で全体の%が遺存するもので、復元口径19,4cmを測る。日

頚部がゆるやかに外反して伸びるもので、端部は肥厚し1条の凹線を巡らしている。 3・ 4B

C地区出土。(31)は器台の杯部と推定されるもので、復元口径22.6cmを測る。日縁部の下方

を肥厚させその部分に凸帯と凹帯が巡らしている。現存する杯部外面の上半には波状文と2本

の凹線が認められる。色調は外面が青灰色～黒灰色、内面が灰白色である。灰かぶりが内面に

認められる。 2D地区出土。

埴輪― (32)は 円筒埴輪の最下段の資料で、復元底径は14cmを 測る。タガは全周せず一部欠

損しているが、遺存している部分のタガは、粘土紐を指で器壁に貼り付けただけの簡略化され

たものである。外面調整は板状工具によるナデの後指ナデ、内面はナデを施している。 2A～

G地区出土。(33)は 円筒埴輪の小片で、タガは偏平で「M」 字形を呈している。 2・ 3A地

区出土。(34)1ま両面に線刻による装飾が認められるため、衣笠形埴輪の立ち飾り部分と推定

されるが小片のため詳細は不明である。 2GH地区出土。

上師器― (35)は完形の土師器杯で日径14.8cm、 器高3.9cm、 底径6.5cmを 測る。日縁部外面

から体部内面ナデ。体部外面から底部にかけて指頭圧成形後ナデを施す。淡赤茶色の色調で、

胎土には石英・長石の小粒が多量に含まれている。時期的には平安時代前期以降のものと推定

される。 2B地区出土。

中世須恵器― (36・ 37)東播磨系の須恵器鉢である。 2点ともに2CD地区出土。

中国産磁器― (38)は体部外面に鏑のない蓮弁文を削り出す青磁椀で、釉色は淡い緑灰色で

ある。全体に貫入が認められる。横田・森田氏分類の龍泉窯系青磁 I類の I-5に あたり、13

世紀中棄に比定されている。 2CD地区出土。(39)は玉縁日縁を有する白磁碗で、横田・森

田氏分類のⅣ類のⅣ-2に あたり、11世紀中葉から12世紀初頭に比定される。 3・ 4BC地区
註 1

出土。

註

註 1 横田賢次郎・森田 勉 1978「大宰府出上の輸入中国陶磁器について一―型式分類と編年を中心と

して」『九州歴史資料館研究論集 4』
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第 3章 まとめ

今回の調査では、方墳 4基 〔1号墳 (八尾南11号墳)・ 2号墳 (八尾南12号墳)・ 3号墳 (八

尾南13号墳)・ 4号墳 (八尾南14号墳)〕 が検出された。古墳の形状や配置みて、南区中央部か

ら北区の南部にかけての 3基の方墳 (1号墳～ 3号墳)とゴヒ区の北西隅で検出された4号墳に

区別することが可能である。 1号墳～ 3号墳は近接して築造されていることや、主軸方向が概

ね共通しており、血縁的な関わりの強い被葬者集団が推定される。 3基のなかで、 3号墳が墳

丘規模や周溝幅において他を凌駕しており、これらの集団のなかでの優位性を可視的に示すも

のと考えられる。また、 3号墳の北西隅周溝の外側で検出された須恵器の蓋杯 5セ ットから成

る土器集積 (SW-1)に ついても、 3号墳に関わる墓前祭祀に関わるものと推定される。な

お、同様な祭祀形態は、八尾南第 8次調査 (Y S87-8)で検出された八尾南 8号墳でも検出
註 1

されている。そこでは、周溝底から須恵器蓋杯 7組、杯蓋 1点、杯身 1点、直日壷 1点・短頚

壷 1点 (田辺編年一T K47型式段階)か ら成る土器集積が検出されており、いずれも須恵器類

で構成される土器類が一ケ所に集中している点で共通しており、時期的には差があるものの、

この地域における墓前祭祀の形態を推定するうえで重要である。一方、北区の北西隅で検出さ

れた 4号墳については、北部が調査区外のため不明な点が多いが、検出部分からみて不整形の

方墳と推定される。

構築時期については、 3号墳が土器集積 (SW-1)と の関わりから、 5世紀後半 (田辺編

年一T K23型式段階)の築造と推定される。 2号墳については、 3号墳の南周溝の西部が一部
富L2

幅を減じている事実を 2号墳の北周溝に規制されたものとすれば、 2号墳→ 3号墳の構築順位

が推定される。従って、 2号墳の構築時期はT K23型式段階ないしはそれ以前と推定される。

1号墳についても、時期を示す遺物が出土していないが、 2号墳に近い時期が推定される。 1

号墳～ 3号墳から離れた位置に構築されている、 4号墳については、出土した広口壺の特長か

ら6世紀前半 (田辺編年一MT15段階)の築造が推定される。なお、包含層からは、極少量、

埴輪類が検出されているが、今回検出した古墳に伴うものとは考え難く、調査地周辺に埴輪を

保有した古墳が存在した可能性を想定する必要があろう。

以上、今回の調査ではこの地が、 5世紀後半と6世紀前半 (八尾南10期～八尾南11期 )にお

いて墓域として利用されてきたことが明らかになった。本調査以外で、 5世紀後半 (八尾南10

期)に比定される古墳が検出された例としては、第 1次調査 (Y S82-1)で 3基 (八尾南 4
註 3

号墳～ 6号墳 )、 第 2次調査 (Y S83-2)で 1基 (八尾南 7号墳 )、 第 8次調査 (Y S87-8)
註4                        註5

で 3基 (八尾南 8号墳～10号墳)の計10基がある。一方、八尾南11期とした6世紀前半の古墳
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としては、今回検出した4号域 (八尾南14醐 が唯―のものである。ただ、1現時点ではこれ

らと関わりを持ち遺物の検出が認められるものの、条落として提えられる遺構が検出されてお

らず、今後これらの古墳造営を推進した集落の存在を追究していく必要があろう。

註

註 1 本調   「 .I ′聴課磯期畷麹次調査 (V S87-8)」

註2 1臣辺電三 1966的畠古窯姓群I.J平安学薗考古学クラブ

註3 駒沢 教 1984「 S 八尾南遺闘 岡卸頼弯模導葉朧 』働′龍市文化財調査研究会報告5

働八尾市文化財調査研究会
―

註4 駒沢 教 1985「 1 八幕南遺跡 (第 2数調査)J蜘 前年度螂 餓輸 文化財調査

研究会報告イ ⑫八尾市文化財調査研究会
註5 前掲註1
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例 口

1.本書は、八尾市若林町 3丁目50番地他 2筆で実施した社屋建設に伴う発掘調査の報告書で

ある。

1.本書で報告する八尾南遺跡第17次調査 (Y S90-17)の 発掘調査の業務は、八尾市教育委

員会の指示書 (八教社文第122号 平成 2年12月 21日 )に基づき、財団法人八尾市文化財

調査研究会が株式会社佐々木電気製作所から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は平成 3年 1月 28日から平成 3年 2月 27日 にかけて、原田昌則を担当者として実

施した。面積436♂を測る。調査においては中西隆子・浜田千年・真柄 竜・正木洋二・

松下哲也・垣内洋平が参加した。

1.内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成 7年 1月 31日 に完了した。

1.本書作成に関わる業務は遺物実測―沢村妙子、図面レイアウトー原田、図面 トレースー北

原清子、遺物写真―原田が行った。

1,本書の執筆・編集は原田が行った。

1.火山灰分析については、株式会社京都フィッション・ トラックの壇原 徹氏に依頼した。

1.なお、本調査地の土層と長原遺跡南部の層序の対比は、働大阪市文化財協会趙哲済氏から

ご教示を受けた。記して謝意を表する次第である。
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Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

第 1章 調査に至る経過

八尾南遺跡は、河内台地の東縁から河内低地に位置する旧石器時代から中世に至る複合遺跡

である。現在の行政区画では、八尾市南西部の若林町 1～ 3丁 目。西木の本 1～ 4丁目の東西

0 5km、 南北1 4kmが その範囲とされている。

昭和53年～昭和54年にかけて、八尾南遺跡調査会により行われた地下鉄谷町線延伸工事に伴

う調査で旧石器時代から中世に至る複合遺跡として認識されて以来、大阪府教育委員会、八尾

市教育委員会、当調査研究会により28次 (平成 7年 1月 現在)にわたる調査が実施されてきた。

それらの調査結果から、沖積作用が緩慢で、比較的浅い位置に旧石器の基盤面である沖積層下

部層が存在する遺跡範囲の中部以南では、旧石器・縄文および稲作受容期である弥生時代の初

期の段階に開発が行われているのに対 して、沖積作用が著しい遺跡北部では開発時期が弥生時

代後期以降であったことが確認されている。

今回の調査地ある八尾市若林町 3丁目50番地は遺跡範囲の南部に位置し、昭和58年に当調査

研究会が調査を実施 し、弥生時代後期の方形周溝墓10基、古墳時代中期末から後期初頭の方墳

5基、平安時代後期の集落等を検出した第 1次調査地 (Y S82-1)に 隣接している。発掘調

査は株式会社佐々木電気製作所の社屋建築工事に伴うもので、発掘調査面積は436ゴ を測る。

現地調査期間は平成 3年 1月 28日から平成 3年 2月 27日 までの26日間である。報告書作成にか

かわる業務は、現地発掘調査終了後平成 7年 1月 31ま で随時実施 した。

第 2章 調査概要

第 1節 調査の方法 と経過

今回の発掘調査は社屋の建築工事に伴うもので、建築物の基礎部分を調査対象とした。調査

区の設定に当っては、南北方向の基礎部分に合わせて 2本のトレンチ (東 トレンチ 6× 50m。

西 トレンチ 4× 34m)を並列に配置する方法を取った。調査面積は436∬を測る。調査区の地

区割については、東西25m、 南北50mに わたって設定した。設定した一区画の単位は5m四方

で、北西隅を基準点として東西方向はアルファベット (西からA～ E)、 南北方向は算用数字

(1～ 10)で示 し、地区の表示には lA地区～10E地区とした。地点の表示については、東西線

X(XO～ X50)、 南北線 (YO～ Y25)と 設定 し、 X線 とY線の交点の数値で示した。

調査では、弥生時代前期以降を対象とした上層調査と、縄文時代晩期から旧石器時代を対象

とした下層調査に分けて実施した。上層調査の掘削に際しては、両 トレンチともに重機により

-145-



X0

1

X5

2

X10

1.Om前後を掘削した後、以下0.3m前後ついては層理に従って人力掘削を行い、第 5層上面で

の遺構検出に努めた。下層調査は上層調査終了後、各調査区内にグリッド (西 トレンチ8箇所 。

東 トレンチ 2箇所)を設定し、人力掘削により第 5層から第14層下部に至るまでを調査対象と

した。なお、第 5層から第12層 までは、縄文時代全般の遺構・遺物の有無を確認することに主

Y10  C  Y15  D  Y20  E Y25

眼を置いた。第12層から第14層下部に

ついては、旧石器時代相章層にあたる

ことから、旧石器の検出と埋没古地形

の復元を主目的とし、ひねり鎌 (手ガ

リ)を使用 して0.5m前後にわたる範

囲の調査を実施した。両調査区の調査

概要は下記のとおりである。

・西 トレンチ

上層調査―地表下1.3m前後 (T.P.

+11.4m前後)に存在する第 5層上面

で、弥生時代中期 (畿内第Ⅱ・ Ⅲ様均

に比定される土坑22基 (SK-1～ S

K-22)、 溝12条 (SD-1～ SD―

12)、 小穴78個 (SP-1～ SP-78)

を検出した。

下層調査―上層調査の終了後、基礎

杭構築部分にグリッド (2.5× 2.5m)

を 8箇所 (北から第 1グ リッド～第 8

グリッド)を設定 した。調査の結果、

第 5層から第12層 までの土層内からは、

遺構 。遺物は検出されなかった。第12

層から第14層下部までの旧石器相当層

を対象とした調査でも、旧石器は出土

していない。埋没古地形に関しては、

第 2グ リッドで小規模な河川の存在が

想起される水成層が確認されたほかは、

第13層上面の標高が北部の第 1グ リッ

ドで T.P.+10.lm、 南部の第 8グ リッ第 1図 調査区設定図および地区割図
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Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

ドではT.P+10.2m前後と比高差も僅かであった。

。東 ドレンチ

上層調査―調査地の北端から約1.5m地点より南側約17mにわたって、現表上下 3mに およ

ぶ大規模な攪乱を受けていたため、この部分については安全面を考慮して上幅を拡張した。こ

の撹乱のため、上層調査は調査区の約半分が調査不能になったほか、一部は旧石器相当層であ

る13層 に達する箇所がみられた。調査の結果、地表下1.3m前後 (T.P.+11.4m前 後)付近に

存在する第 5層上面で、弥生時代中期 (畿内第Ⅱ・Ⅲ様式)に比定される土坑10基 (SK-23

～ SK-32)、 溝 1条 (SD-13)、 小穴10個 (SP-79～ S P88)を検出した。

下層調査―攪乱部分のなかで、攪乱が第14層下部におよんでいない部分に第 9グ リッド (X

25～27.3地点)、 第10グ リッド (X31～ 32地点)を設定した。両グリッドともに第13層 。第 14

層を調査対象としたが旧石器は出土しなかった。なお、第13層上面の標高は T.P+10.lm前

後で、西 トレンチの数値に等しい。

・ 出土遺物

遺物は第 4層および遺構内から土器類・石器類およびサヌカイトの剥片がコンテナ 5箱程度

出上 した。土器類は一部を除いて、そのほとんどが小片で、しかも酸性土壌のためか土器の表

面の風化が進んだものが大半を占めた。土器類の帰属時期は弥生時代前期 (畿内第 I様式)か

ら中期 (畿内第Ⅱ oⅢ様式)に比定されるもので、そのうち前期のものは数点出土 したのみで

ある。石器類は石鏃 。石槍 。石庖丁のほかサヌカイトの剥片が出土している。なお、下層調査

では土器類・石器類は出土 していない。

第 2節 基本層序

東 トレンチで幅約17m、 深さ3mにおよぶ大規模な撹乱跡が見られたが、それ以外は比較的

安定した層相が確認された。調査区内で普遍的に確認された第 1層から第14層を基本層序とし

た。なお、西接する長原遺跡の基本層序との整合性を高めるため、調査時にlVfl大阪市文化財協

会の趙哲済氏に層準の対比をお願いした。また、当地点における火山灰分析を帥京都フィッショ

ン・ トラックの壇原徹氏に依頼した。(付章 P169～ 186参照)

第 0層  客土。層厚0,7～ 0.8m。 上面の標高はT,P.+12.8m前後。

第 1層  旧耕土。 N6/0灰色極細粒砂。層厚0.1～0.2m。

第 2層 a 7.5 GY7/1明緑灰色極細粒砂。層厚0.05～0.lm。

第 2層 b 25 GY8/1灰白色極細粒砂～シルト。層厚0.05m前後。

第 3層 a lo YR5/1褐 灰色極細粒砂～細粒砂。層厚0.03～0.lm。

第 3層 b 5Y8/3淡黄色細粒砂。層厚0.03～0.lm。

第 4層   10 YR4/1褐灰色細粒砂～中粒砂。層厚0.05～0.3m。

NG6～ 7層

NG6～ 7層

NG8B層
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弥生時代前期から中期の遺物を含む。

第 5層  7.5 GY7/8黄 橙色中粒砂。層厚0.1～0,3m。 上面が遺構検出面。   NG8C層

第 6層 a 7YR6/8橙色細粒砂。層厚0.lm前後。              NG8C層

第 6層 b N7/0灰 白色シルト。層厚0.1～0.25mo              NG8C層

第 7層  7.5 YR7/1明 灰褐色粘土。層厚01mo               NG8C層

第 8層  2.5Y8/1灰 白色～10 GY8/1緑灰色シルト～細粒砂。層厚0.1～ 0.2mo NG8C層

第 9層 a lo BG5/1青 灰色粘土。層厚0.1～ 0.25mo             NG9A層

第 9層 b 10 BG7/1明 青灰色粘土。層厚0.05m前後。            NG9B層

第 9層 C N5/0灰色粘土。層厚0.2m前後。                 NG9C層

第10層   10G6/1緑灰色粘土質シルト。層厚0.1～ 0.25mo           N G10層

第11層   10 BG6/1青灰色粘土。層厚0.1～ 0.2mo               N Gll層

第12層   N6/0灰色シルト。層厚0.05～0.25mo               N G12層

第13層 a 2.5 GY8/1灰白色シルト。層厚0.05～ 0。 lmo            N G13A層

第13層 b 5Y3/4淡責色～10 GY8/1明緑灰色シルト。層厚0.05～0,lmo    N G13B層

第14層  10 GY8/1明緑灰色シルト。層厚0.2mo               NG14層

X49

|

西区 8グ リッド(東壁)

TP+1200m

11 00

一側
　
　
Ａ
Ｂ
Ｃ

SD-3
10GY 8/1明 緑灰色シルト
10YR 7/1灰白色中粒砂～粗粒砂 ○は火山灰分析試料採取層準 ⑫10G7/1明緑灰色粘質シルト

第 2図 基本層序模式図
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Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

第 3節 検出遺構・ 出土遺物
1)西 トレンチ上層調査

上坑 (SK)

SK-1

lA地区で検出した。西部が調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で東西幅0.62

m、 南北幅0.92m、 深さ0.34mを測る。埋土は上層から第 1層褐灰色細粒砂・第 2層黄橙色細

粒砂・第 3層暗灰色細粒砂・第 4層灰白色粘質シルトと灰色細砂の互層である。遺物は弥生中

期前半 (畿内第Ⅱ様式)に比定される壷 (1)が 1点出上した。(1)は 直上に伸びる頚部か

ら日縁部が大きく外反する広口壷である。日縁端部直下に紐孔を有する。胎上には、多量の石

英 。長石粒と微量のチャート粒が含まれている。焼成は良好で色調は褐灰色である。

SK-2

2A地区で検出した。南北方向に長い楕円形を呈するもので、東西幅0.8m、 南北幅1.38m、

深さ0.23mを測る。埋土は上層から第 1層褐灰色細粒砂 。第 2層灰色細粒砂である。遺物は第

SK-4(2～ 6)、 SK-5(7～ 9)出土遺物実測図

―-149-―
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第 4図 検出遺構平面図 (上層遺構)
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Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

2層から弥生土器片 1点出土したが、器種や時期は明確でない。

SK-3

1・ 2AB地 区で検出した。東部は調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で東西

幅0.98m、 南北幅138m、 深さ0.09mを 測る。埋土は灰色細粒砂である。遺物は弥生土器片が

4点出土 したが、器種や時期は明確でない。

SK-4

2・ 3A地区で検出した。西部は調査区外に至るため全容は不明であるが、検出部分では南

北方向に長い溝状を呈する。検出部分は東西幅08m、 南北幅3.68m、 深さ0.3mを 測る。埋土

は上層から第 1層褐灰色細粒砂・第 2層灰色細粒砂・第 3層灰白色粘質シル トと灰色細粒砂の

互層である。遺物は第 2層から弥生時代中期前半 (畿内第Ⅱ様式)の土器片が少量と、サヌカ

イトの剥片が 7点出土 した。 5点 (2～ 6)を図化 した。 (2・ 3)は甕である。(2)は 口縁

部が外反するもので、全体に風化が著 しく調整等は不明である。復元口径18 8cmを測る。胎土

には石英・長石粒が多量に含まれている。焼成は良好で色調は淡灰色である。 (3)は大和型

の甕である。復元口径17 8cmを 測る。日縁端部に細かい刻目が施されている。器面調整は外面

が縦方向、内面が横方向にハケ調整が行われている。胎土には石英 。長石 。黒雲母が多量に含

まれている。焼成は良好で色調は淡褐色である。(4)はあげ底の底部を有する鉢である。内

外面ともにナデ調整が行われている。胎土はやや粗 く石英 。長石・ チャート粒が多量に含まれ

ている。焼成は良好で色調は淡灰色である。 (5・ 6)はこの底部で (5)がやや大型で底径1

2cm(6)が中型で底径6.5cmを測る。(5)は生駒西麓産である。

Yl―■
X10

N6/0灰色細粒砂 (遺物を含む)
25GY 8/1灰白色粘質シルトとN6/0灰色細粒砂の互層

第 5図  SK-4平 断面図
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1 10YR 4/1褐灰色細粒砂
2 N6/0灰色細粒砂         Q
3 N5/0灰色シルト

SK-5

3A地区で検出した。南北方向に長い楕円形を呈するもので、南北幅1.3m、 南北幅1.9m、

深さ0.37mを測る。埋土は上層から第 1褐灰色細粒砂・第 2層灰色細粒砂。第 3層灰色シルト・

第 5層灰色シルトと灰白色シルトの互層である。遺物は第 2層から弥生時代中期前半 (畿内第

Ⅱ様式)の壷・甕の小片が少量と、サヌカイトの剥片が 3点出土した。図化 したものは 3点

(7～ 9)である。(7・ 8)は体部上半から口縁部が外反して伸びる甕で、 2点ともに‰程度

が残存する資料である。(7)が口縁部が強く屈曲するのに対して (3)は ゆるやかに外反す

る日縁部を有するが、日縁端部は共に丸味を持って終る。色調は (7)が淡褐灰色、(8)が

灰白色で、前者は生駒西麓産である。(9)は全体の1/2程度が残存した甕で口径16.5cm、 器高2

6.8clll、 胴部最大径17.9cm、 底径 5 clllを 測る。底部は径が小さく、あげ底気味の底部を有する。

胴部はやや細身で長く伸びるもので、中位に最大径を持った後、頚部に向かって内傾する。日

縁部は強く屈曲し、端部は水平な面を持つ。器面調整は内外面ともにナデ調整を行う。頚部と

口縁部の境に指頭圧痕が認められる。胎土には長石・石英粒が多量に含まれている。焼成は良

好で色調は褐灰色である。

SK-6

3A地区で検出した。 SK-5の 西部と接し、SD-4を 切っている。南北方向に長い楕円

形を呈するもので、東西幅0.9m、 南北

幅1.8m、 深さ0.5mを測る。埋土は上層

から第 1褐灰色細粒砂 。第 2層灰色細粒

砂 。第 3層灰色ンルト・第 4層灰白色粘

質シルトと灰色細粒砂の互層である。遺

物は第 2層～第 4層から弥生時代中期前

半～中頃 (畿内第Ⅱ～Ⅲ様つ の壷・甕。

高杯の小片が少量と、サヌカイトの最1片

が 3点出土した。図化したのは3点 (10

～12)である。(10)は細頚壷の体部か

ら頚部に至る資料である。頚部外面に直

線文が施文されている。胎土には、長石・

石英が散見される程度の良好な粘土が使

m 用されている。色調は褐灰色を呈する。

(11)は回縁部が外反する甕である。器

面調整は両面ともにナデである。胎土に

:穐協狭笹夢,,占晶と才筋躍と5身報揖望遭
互層

TP+1130m

第 6図  SK-5・ 6平断面図

-152-



○

＼

怒7∴落]需冦観
粒砂              m

25GY 3/1灰白色粘質シルト
とN6/0灰色細粒砂の互層

第 7図  SK-8平 断面図

Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

は石英粒が多量に含まれている。焼成は良好で、色調は褐灰色を呈する。(12)は高杯の杯部

の小片である。胎土には石英 。長石・角閃石がわずかに散見される程度の精良粘土を使用 して

いる。焼成は良好で色調は淡褐色を呈する。

SK-7

3A地区で検出した。西部は調査区外に至るため全容は不明である。南東部はSP-4に 切

られている。検出部分で東西幅038m、 南北幅1.02m、 深さ0。 17mを測る。埋土は上層か ら第

1層灰色細粒砂・第 2層灰白色粘質シル トと灰色細粒砂である。遺物は出上しなかった。

SK-8

4A・ B地区で検出した。楕円形を呈するも

ので、東西幅0.84m、 南北幅1.4m、 深さ0.4m

を測る。埋土は上層から第 1層褐灰色細粒砂・

第 2層灰色細粒砂・第 3層灰白色粘質シル トと

灰色細粒砂の互層である。遺物は弥生時代中期

前半 (畿内第Ⅱ様式〕の上器片のほか、サヌカ

イトの剥片が 1点出上 した。 2点 (13・ 14)図

化 した。 (13)は甕の底部である。胎土はやや

粗 く、石英・黒雲母・角閃石のほか 5 mlll大の長

石が含まれている。褐灰色の色調を呈するもの ォ
で、生駒西麓産である。 (14)は 鉢であげ底の 3

底部を有する。底径 5 cmを測る。赤褐色の色調

x18+
Y6

で、胎土には長石 。石英・角閃石が多量に含まれている。

SK-9

6A地区で検出した。北部が撹乱を受けており上面の形状は明確でない。検出部分で東西幅

0.8m、 南北幅0.6m、 深さ0.1lmを 測る。埋土は上層から褐灰色細粒砂の単一層である。遺物

は出土 しなかった。

SK-10

7A地区で検出した。西部が調査区外に至るため全容は不明である。南部の一部がSP… 19

に切られているほか、土坑内の北部には小穴 2個が存在 している。検出部分で東西幅0.62m、

南北幅0。 9m、 深さ0,09mを測る。埋土は灰色細粒砂の単一層である。遺物は出土 しなかった。

SK-11

7A地区で検出した。隅丸方形を呈するもので、南部でSP-21を切っている。規模は東西

幅0.7m、 南北幅0.58m、 深さ0.09mを測る。埋土は第 1層灰色粘質シル トと灰白色細粒砂の互
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層・第 2層褐灰色細粒砂である。遺物は出土しなかった。

SK-12

7A地区で検出した。東部が調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で東西幅 0.2

m、 南北幅052m、 深さ003mを測る。埋土は褐灰色細粒砂の単一層である。遺物は弥生時代

中期中頃 (畿内第Ⅲ様式〕の壷・甕の小片が少量出土 した。 5点 (15～ 19)図化した。 (15～ 1

8)は甕、 (19)は壷である。(15)は 日縁部がゆるやかに外反するもので、器面全体が風化 し

ており調整は不明である。橙色系の色調で、胎土には長石 。石英が多量に含まれている。 (16

～18)は底部のみが残存 したもので、底径は (16)が 5.6cm、 (17)が4 8cm、 (8)が 5,7 cmを測

る。色調は (16)が乳白色、 (17・ 18)ん 灰ゞ白色である。胎土は (16)が石英 。長石・ チャー

ト・赤色酸化土粒を含む搬入品と考えられるが、 (17・ 18)に は石英・長石粒が多量に含まれ

ており在地製と推定される。(19)は球形の体部から頚部が直上に伸びた後、日縁部が外反 し

外側に面をもつ広口壷である。日径15.6cmを 測る。外面の調整はナデで、内面は体部上半に指

ナデの痕跡が認められる。胎土には石英・長石粒が多量に含まれており、焼成は良好で灰白色

の色調を呈 している。

SK-13

7A地区で検出した。不定形を呈するもので、西部の一部がSP-16に切られている。規模

は東西幅05m、 南北幅1.56m、 深さ0.14mを測る。埋土は褐灰色細粒砂の単一層である。遺物

は弥生土器片が 1点出土したが器種や時期は明確でない。

SK-14

7・ 8A地区で検出した。不定形を呈するもので、北部の一部がSP-30・ SP-33に切 ら

れている。規模は東西幅0.9m、 南北幅0,92m、 深さ015mを測る。輝十は第 1層褐灰色細粒砂 。

第 2層灰白色粘質シル トと灰色細粒砂の互層である。遺物は弥生土器片が 2点出土 したが器種

や時期は明確でない。

SK-15

8A・ B地区で検出した。南北方向に長い楕円形を呈するもので、西部でSK-16を切って

いる。規模は南北幅0.4m、 南北幅1.42m、 深さ008mを測る。埋土は上層から第 1層褐灰色細

粒砂 。第 2層灰色細粒砂・第 3層灰色シルト・第 4層灰白色粘質シル トと灰色細粒砂の互層で

ある。遺物は弥生時代中期の土器片が極少量と、サヌカイトの剥片が 1点出土している。篭 1

点 (20)を 図化 した。甕の回縁部の小片で残存率は1/8程度である。全体に風化しており器壁面

の調整は不明である。胎土に石英 。長石・角閃石が含まれており、色調も褐灰色を呈すること

から生駒西麓製と推定される。
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Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

SK-16

7・ 8A地区で検出した。東部がSK-15に

切られている。規模は南北幅0.84m、 南北幅 1

46m、 深さ003mを測る。埋土は灰色細粒砂で

ある。遺物は出土 しなかった。

SK-17

7・ 8A地区で検出した。西部が調査区外に

至るため全容は不明である。検出部分で南北幅

0.28m、 南北幅0.88m、 深さ0.13mを 測る。埋土

は褐灰色細粒砂である。遺物は出土 しなかった。

SK-18

8・ 9A地区で検出した。不定形を呈するも

ので、東西幅10m、 南北幅1lm、 深さ031m

を測る。埋土は上層から第 1層褐灰色細粒砂 。

SK… 19

8・ 9B地区で検出した。東

部が調査区外に至るため全容は

不明である。検出部分で南北幅

1.22m、 南北幅096m、 深さ008

mを測る。埋土は褐灰色細粒砂

である。遺物は弥生時代中期の

甕の 1個体分が出土 したが、全

体に風化が顕者で細片化してお

り、復元することが出来なかっ

た。

SK-20

9B地区で検出した。南北方

向に長い楕円形を呈するもので、

南北幅0,7m、 南北幅1.26m、

深008mを測る。埋土は第 1層

褐灰色細粒砂・第 2層灰白色粘

TPtt mm賜

m

待軌
y昌
縣 麟
質シルトと州6/0灰色細粒砂の互層

第 8図  SK-15・ 16平断面図

10YR 4/1褐 灰色細粒砂
N4/0灰色細粒砂
N5/0灰色シルト

第 2層灰色細粒砂である。遺物は弥生土器片が極少量出土したが、器種や時期は明確でない。

T PIl15

1褐灰色細粒砂  0                   1m

第 9図  SK-19平 断面図
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質シルトと灰色細粒砂の互層である。遺物は出上しなかった。

SK-21

9A地区で検出した。隅丸方形を呈するもので、北部の一部でSP-68に切られ、南部でS

D-10を切っている。規模は東西幅0,9m、 南北幅0.68m、 深さ021mを測る。埋土は上層から

第 1層褐灰色細粒砂 。第 2層灰色細粒砂である。遺物は出土しなかった。

SK-22

10B地区で検出した。東部および西部が調査区外に至るため全容は不明であるが、西部でS

D-11を切っている。検出部分で東西幅1.2m、 南北幅1.Om、 深さ0.28mを測る。埋土は上層

から第 1層褐灰色細粒砂 。第 2層灰色細粒砂・第 3層灰色ンルトである。遺物は弥生時代中期

の甕の小片が少量と、サヌカイトの剥片が 2点出上している。甕 1点 (21)を図化した。(21)

は甕の底部で、残存率は%程度である。全体に器壁面の風化が顕著である。生駒西麓産である。

第10図  SK-6(10～ 12)、 SK-8(13・ 14)、
SK-22(21)出土遺物実測図
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Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

溝 (SD)

SD-1

1・ 2A地区で検出した。南西―北方向に伸びるもので、検出長3.8m、 幅0.5～ 1.Om、 深さ

0。 18mを測る。埋土は上層から第 1層褐灰色細粒砂 。第 2層黄橙色細粒砂・第 3層灰白色粘質

シルトと灰色細粒砂の互層である。遺物は弥生土器片が極少量と、サヌカイトの剥片が 3点出

上した。

SD-2

2A・ B地区で検出した。南東一北西方向に直線的に伸びるもので、北西端はSD-3に 切

られている。規模は検出長2.Om、 幅018m、 深さ0.08mを測る。埋土は褐灰色細粒砂である。

遺物は弥生時代中期中頃 (畿内第Ⅲ様式〕の壷の小破片が極少量出土した。壷 1点 (22)を図

化した。(22)は 日縁端部が下外方に垂下する広口壷で、日縁端面に波状文が施文されている。

灰白色の色調で、焼成は良好である。胎土には小砂粒が散見される程度の精良な粘上が使用さ

れている。

SD-3

2・ 3AB地区で検出した。東側が調査区外に至るため全容は不明である。検出部分では南

北方向に伸びるもので、西側でSD-2を 切っている。規模は検出長6.3m、 幅0.62～ 1.24m、

深さ0.3mを測る。埋土は上層から第 1層褐灰色細粒砂・第 2層灰色細粒砂・第 3層灰白色粘

質シルトと灰色細粒砂の互層である。遺物は弥生時代前期 (畿内第 I様式―新段階)の甕の小

破片のほか、サヌカイトの剥片が 3点出土している。甕 3点 (23～ 25)を図化 した。 (23)は

底部で底径6.8clllを 測る。内外面ともにナデ調整が行われている。胎土は粗く石英。長石・チャー

ト粒が多量に含まれている。外面淡褐色、内面灰白色を呈する。(24)は 日縁部が「 く」の字

状に鋭く屈曲するもので、日縁端部に刻日、頚部に2条のヘラ描による直線文を巡らせている。

胎上には石英 。長石・ チャート粒を多量に含むもので、色調は外面が淡褐色、内面が灰白色を

呈する。形状から、前期の中でも新しい段階のものと考えられる。(25)は大型の甕で、頚部

に7条を 1単位とする櫛描直線文を施文している。器面調整は内外面ともにナデである。色調

は淡褐灰色で、胎土には長石粒が散見される。

SD-4

2・ 3A地区で検出した。北東一南西方向に伸びるもので、南西端はSK-6に 切られてい

る。規模は検出長3.34m、 幅0.36m、 深さ0.2mを測る。埋土は上層から第 1層褐灰色細粒砂・

第 2層灰色細粒砂 。第 3層灰白色粘質シルトと灰色細粒砂の互層である。遺物は第 3層から弥

生時代中期前半 (畿内第Ⅱ様式〕の壷等が出上した。壷 1点 (26)を図化した。(26)1まやや

小型の長頚の広口壷で、日縁部の一部を欠く以外は完存している。日径16cm、 器高27.5cm、 体
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部最大径14.6cm、 底径 5。 7cmを 測る。頚部に

1単位 7本の櫛描直線文を8条巡らしている。

器面調整は外面がナデ、内面は底部と口縁部

がナデ、頚部が縦方向のミガキである。焼成

は良好で色調は褐灰色を呈する。生駒西麓産

である。

SD-5

4・ 5A地区で検出した。南西方向に伸び

るもので、北端は撹乱により切られている。

規模は検出長9.6m、 幅0.38～ 1.06m、 深さ写真 l SD-4広 口壺 (26)出土状況 (北から)

第11図  SD-2(22)、 SD-3(23～ 25)、 SD-4(26)、 SD-5(27)、 SD-9(28)
出土遺物実測図
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0.52mを 測る。埋土は上層から第 1層青灰色粘土 。第 2層褐灰色細粒砂 。第 3層灰白色粘質シ

ルトと灰色細粒砂の互層 。第 4層灰色細粒砂である。遺物は第 4層から弥生時代中期中頃 (畿

内第Ⅲ様式〕の甕 。大型鉢の破片等が少量出土 した。鉢 1点 (27)を 図化 した。 (27)は 大型

の鉢で、復元口径37.4cmを 測る。内湾気味に開く体部から屈曲して口縁部が内傾 して立ち上が

るもので、日縁端部は折り返 しにより垂直方向に面をもつ。口縁部に上から櫛描簾状文 1条、

櫛描直線文 2条、扇形文 1条を施す。器面調整は、日縁部内面および体部内外面がヘラミガキ

である。色調は灰白色で、胎土には長石・石英・ チャート粒が散見される。

SD-6

6・ 7B地区で検出した。東西方向に伸びるもので、東部は調査区外に至る。規模は検出長

1.lm、 幅0.36m、 深さ005mを測る。埋土は褐灰色細粒砂である。遺物は弥生時代中期前半

(畿内第コ様式〕の壺の小破片が極少量と、サヌカイトの剥片が 8点出上した。

SD-7

8A地区で検出した。東西方向に伸びるもので、北西部でSK-17に切られ、西部は調査区

外に至る。規模は検出長254m、 幅0.7～ 1.16m、 深さ014mを測る。埋土は第 1層褐灰色細粒

砂・第 2層灰色細粒砂・第 3層灰色シル トである。遺物は出土しなかった。

SD-8

9AB地 区で検出した。東西方向に伸びるもので、検出長5.22m、 幅0.4～ 1.16m、 深さ0.12

mを測る。埋土は褐灰色細粒砂である。遺物は弥生土器片が少量と、サヌカイトの剥片が 5点

出土 した。

SD-9

9AB地 区で検出した。東西方向に弓状に伸びるもので、検出長5.64m、 幅1,18～ 1.Om、 深

さ0.06mを測る。埋土は褐灰色細粒砂である。遺物は弥生時代中期の土器片が少量出土 してい

る。図化 したものは密 1点 (28)である。 (28)は甕の底部で残存率は1/4程度である。外面に

縦方向のハケ調整が行われている。色調は灰白色で、胎土には長石 。チャー ト粒が多量に含ま

れている。搬入品と推定される。

SD-10

9・ 10A地区で検出した。北北東―南南西に伸びるもので、北端がSK-21に切られている。

規模は検出長14m、 幅0.5m、 深さ0.08mを測る。埋土は褐灰色細粒砂である。遺物は出土 し

なかった。

SD-11

10A B地区で検出した。 3本の溝で構成されている。方向は北西―南東方向に伸びるもの 2

条と南北方向の 1条である。南東端はSK-22に切られている。規模は検出長412m、 幅0.18
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～0.64m、 深さ0.06mを測る。埋土は第 1層褐灰色細粒砂・第 2層灰白色粘質シル トと灰色細

粒砂の互層である。遺物は弥生土器片が 3点出土したが、器種や時期は明確でない。

SD-12

10A地区で検出した。南東―北西に伸びるもので、検出長0.9m、 幅0.16m、 深さ0.1lmを 測

る。埋土は褐灰色細粒砂である。遺物は出土 しなかった。

rlヽ穴 (SP)

小穴は総数で78個 〔SP-1～ SP-78〕 を検出した。上面

の形状で区別すれば、円形、楕円形、方形、不定形の四種類が

認められ、そのうち円形を呈するものが大半を占めた。規模は

幅0,14～ 0.74m、 深さ0.04～0.29mを測る。遺物はSP-17・

SP-39。 SP-40・ SP-45・ SP-55・ SP-66か ら土器 第12図  SP-55出土遺物実測図

類が出土したが、大半が小片で出土量も少なかった。

図化したものはSP-55出土の細頚壺 (29)である。日縁部上半が内湾するもので口径1lcm

を測る。残存部分の外面には4本を 1単位とする雑な櫛描直線文が 5条巡っている。灯ヽ粒から

やや大粒の長石・石英粒を多量に含む粗い胎上で、色調は灰白色を呈する。畿内第Ⅲ様式の古

相に位置付けられる。

西 トレンチ包含層 (第 4層)出土遺物

遺物は第 4層から出土した。量的にはコンテナ箱に約半分程度である。種別では土器類と石

器類がある。土器類については、小片化したものが多く、しかも器壁面の風化が進んだものが

大半を占めている。時期的には、弥生時代中期前半～中頃 (畿内第Ⅱ～Ⅲ様∋ とこ比定される。

図化したものは、土器類 8点 (30～ 37)、 石器類 3点 (38～ 40)の計11点である。

土器類のなかで図化したものは甕の8点 (30～ 37)で ある。(30～ 32)が日縁部、(33～ 37)

が底部の資料である。日縁部の資料には、強く屈曲する (30・ 31)と ゆるやかに外反する (32)

がある。 3点ともに器壁面が風化しており、調整は不明である。色調は3点ともに赤褐色系で、

胎土には比較的大粒の長石・石英粒が多量に含まれている。底部の 5点は胎土・色調からみて

生駒西麓産のもの (33・ 35・ 36)と、胎土にチャートの含有が目立ち灰白色を呈する (34・ 37)

に区別される。石器類には石鏃 2点 (38・ 39)と石庖丁 1点 (40)がある。石鏃 (38)は凸基

有茎式で長さ32.8mm、 幅11.85mln、 厚さ4.9mm、 重量2.6mgを測る。(39)は未製品である。石材

はともにサヌカイトである。石庖丁 (40)は両端部が欠損しているが、おそらく直線刃半月形

態のものと推定される。刃部は片刃である。肩部はわずかに外湾し、面取り状の研磨痕が認め

られる。紐孔は2孔であるが 1孔は半損している。石材は粘板岩である。
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第13図 西トレンチ包含層 (第 4層)出土遺物実測図

2)東 トレンチ上層調査

土坑 (SK)

SK-23

4D地区で検出した。西部および北部が調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で

東西幅0.44m、 南北幅0,44m、 深さ0.21mを測る。埋土は第 1層灰色細粒砂・第 2層灰白色粘

質シルトと灰色細粒砂の互層である。遺物は石錐 1点のほか、サヌカイトの剥片が 2点出上 し

た。石錐 1点 (45)を図化した。 (45)は完形の棒状錐で長さ33.2■ m、 幅7.2411n、 重さと,3mgを測

る。頭部から錐部にかけて細かい調整剥離で成形されている。石材はサヌカイトである。

SK-24

4D地区で検出した。北部が調査区外に至るため全容は不明であるが、検出部分で「 L」 字

形を呈するもので東西幅1.06m、 南北幅0.88m、 深さ0,37mを測る。埋土は第 1層褐灰色細粒

砂・第 2層灰白色粘質シルトと灰色細粒砂の互層である。遺物は弥生土器片が極少量と、サヌ

カイトの剥片が12点出上 した。

Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

―◇‖◇
|

電z2)           38
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SK-25

4D地区で検出した。南部が撹乱

を受けており全容は不明である。検

出部分で東西幅1.26m、 南北幅074

m、 深さ0.36mを測る。なお、土坑

内に存在する小穴から柱根が検出さ

れている。埋土は上層から第 1層褐

灰色細粒砂・第 2層灰色中粒砂・第

3層細粒砂である。遺物は弥生土器
一

片が極少量と、サヌカイトの剥片が

2点出土した。

SK-26

8D地区で検出した。不定形を呈

するもので、東西幅1.64m、 南北幅

1.54m、 深さ0,09mを測る。埋土は

T計

“

mm″

1 10YR 4/1褐灰色細粒砂
2 N6/0灰色細粒砂

十X38

Y18

___            __3 25GY 3/1灰 白色粘質シル ト

…     ∵

第14図  SK-26・ 27平断面図

上層から第 1層褐灰色細粒砂 。第 2層灰色細粒砂である。遺物は弥生時代中期の土器片が極少

量と、サヌカイトの剥片が 9点出土 した。甕 1点 (41)を 図化 した。(41)は甕の回縁部で残

存率が‰程度の小片である。色調はにぶい黄橙色で、胎土には長石・石英が散見される。

SK-27

8・ 9D地区で検出した。南北方向に長い楕円形を呈するもので、東西幅094m、 南北幅

1.4m、 深さ04mを測る。埋土は上層から第 1層褐灰色細粒砂・第 2層灰色細粒砂・第 3層灰

白色粘質シルトと灰色細粒砂である。遺物は弥生土器片が極少量と、サヌカイトの剥片が 2点

出土 した。

SK-28

9D地区で検出した。西部が調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で東西幅09

m、 南北幅1.56m、 深さ035mを測る。埋土は上層から第 1層褐灰色細粒砂・第 2層灰色細粒

砂 。第 3層灰色粘質シル トと灰白色細粒砂の互層・第 4層灰白色中粒砂である。遺物は弥生土

器片が極少量と、サヌカイトの剥片が 2点出土 した。

SK-29

9D地区で検出した。不定形を呈するもので、東西幅0.66m、 南北幅0.86m、 深さ0.09mを

測る。埋土は褐灰色細粒砂である。遺物は出土 しなかった。
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Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

SK-30

9D地区で検出した。不定形を呈するもので、東西幅076m、 南北幅104m、 深さ0.17mを

測る。埋土は上層から第 1層褐灰色細粒砂 。第 2層灰色細粒砂である。遺物は第 2層から弥生

時代中期の甕の小片が少量と、サヌカイ トの剥片が 1点出土 した。甕 1点 (42)を図化 した。

(42)は 日縁部が「 く」の字に屈曲する甕である。内外面ともにナデ調整が行われている。色

調は褐灰色で、胎土には石英・長石 。角閃石が含まれている。

SK-31

10D地区で検出した。西部が調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で東西幅0,36

m、 南北幅082m、 深さ0 1lmを測る。埋土は上層から第 1層褐灰色細粒砂・第 2層灰色細粒

砂である。遺物は弥生土器片が少量と、サヌカイトの剥片が 5点出上した。甕 1点 (43)と 石

斧片 1点 (44)を 図化した。(43)は大和型甕と呼称される甕の日縁部の資料で、残存率は地

程度の小片である。体部外面に縦方向、回縁部内面に横方向のハケ調整が施されている。色調

は褐灰色で、胎土には長石・石英粒が散見される。(44)は磨製石斧の一部と推定されるもの

で、丁寧に研磨された部分が残っている。石材は黒灰色の色調を呈するサヌカイ トである。

SK-32

10D地区で検出した。東部が調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で東西幅0.74

m、 南北幅092m、 深さ033mを測る。埋土は上層から第 1層褐灰色細粒砂 。第 2層灰色細粒

砂 。第 3層灰白色粘質シルトと灰色細粒砂の互層である。遺物は弥生土器片が少量と、サヌカ

イ トの剥片が 1点出土した。

~患 ~1 0 45

第15図  SK-23(45)、 SK-26(41)、 SK-30(42)、 SK-31(43・ 44)出土遺物実測図

溝 (SD)

SD-13

8・ 9D地区で検出した。南北―北東方向に伸びるもので、検出長3.7m、 幅1.Om、 深さ017

mを測る。埋土は褐灰色細粒砂である。遺物は弥生時代中期の上器片および石器類が少量出土
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して峰ヽる。

6点 (46～

51)を 図化

した。 (46

～48)|よ壷

で あ る。

(46 ・ 47)

は広口壷の

日縁部で

(46)の 日

ヽ

‐

泳

絢

甥

脚

硼

▽

‐

◇

第16図 SD-13出土遺物実測図

縁部内面には櫛描きによる連孤文が施文されている。色調は ●6)が淡灰色で、胎土には長石・

石英・ チャート粒が多量に含まれている。(47)は褐灰色の色調を特長とする生駒西麓産であ

る。(48)は大型壷の底部である。(47)と 同様生駒西麓産である。(49・ 50)は 甕の底部で 2

点とも生駒西麓産である。(51)は石槍の未成品と考えられるもので、長さ9.4 cm、 幅3.3clll、

重さ46.4mgを 測る。背面側に自然面が残り、腹面側には大剥離面が残存している。腹面側の右

側面中央の剥離を行った際に、剥離角度が深くなった為、制作途中で廃棄された可能性が考え

られる。石材はサヌカイトである。

Plヽ穴 (SP)

小穴は総数で10個 (SP-79～ 88)検出した。上面の形状で区別すれば、円形・不定形があ

る。規模は幅014～ 0.82m、 深さ0,07～ 0.36mを測る。遺物はSP-80・ SP-81・ SP-83・

SP-87・ SP-88か ら弥生時代中期の上器片・サヌカイトの剥片が出土したが、いずれも小

片で出土量も少ない。

。東 ドレンチ包含層出土遺物

第 4層から出上したが、調査区の約1/2程度が現在の撹乱を受けていたため、出土量もコン

テナ箱にして1/4程度と少ない。 6点 (52～ 57)を図化した。(52)は鉢で回径25.8clllを測る。

内外面ともに器壁面の風化が著しく、調整は不明瞭である。胎土には長石・石英・黒雲母が含

まれている。色調は赤褐色である。 (53・ 54)は壺の底部である。ともに生駒西麓産である。

(55)は土器片を再加工した円板状土製品である。不整円形を呈するもので、幅 5 cm、 厚さ1.4

cmを測る。石器類は石庖丁 2点 (56・ 57)を図化 した。 (56)片刃の石庖丁で両端部が欠損

している。刃部は直線状を呈するが刃先は潰れている。紐孔は2孔であるが 1孔は半損してい

る。石材は緑泥片岩である。(57)1よ両端部を欠損するが、ほぼ全容を知り得るものである。

形態的には、内湾刃半月形態に分類されるもので、刃部は片刃である。現存部分で長さ13 5cm、
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Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

幅3.4cm、 厚さ0.8cm、 紐孔間距離 1.6cm、 重さ54,7mgを 測る。背部および刃部に剥離が認められ

るほか、両面の片側端部付近に敲打痕が認められる。紐孔は 2孔である。石材は緑泥片岩で

ある。

第17図 東トレンチ包含層 (第 4層)出土遺物実測図

3)下層調査

上層調査の終了後、西 トレンチでは、基礎杭構築部分に2.5× 2.5m規模のグリッド8箇所

(北から第 1グ リッド～第 8グ リッド)を設定 した。東 トレンチでは、X17地点からX35地点

にかけて大規模な撹乱が検出されたことから、撹乱が第14層下部におよんでいない部分に23

×2.4m規模の第 9グ リッド (X25～ X275地点)、 さらにその南側に2.4× 2.Om規模の第10グ

リッド (X31～ X32)を設定 した。西 トレンチに設定したグリッドでは、第 5層から第12層 に

ついては、縄文時代全般の遺構・遺物の有無を確認することに主眼を置き、入力により層理ご

とに掘削する調査方法を取った。第12層から第14層下部については、旧石器時代相当層に当る

ため旧石器の検出と埋没古地形の復

元を目的として、ひねり鎌 (手ガリ)

と手スコを併用 し、05m前後にわ

たる範囲を調査対象とした。東 トレ

ンチに設定したグリッドについては、

撹乱が及んでいない第12層～第14層

下部を調査対象とした。 以上のよ

うな調査方法をとり丁寧な調査に努

めたが、遺物は土器類および石器類

は 1点 も出土 しなかった。 写真 2 第 9グ リッド調査風景 (南から)
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一方、火山灰分析においては、絶対

的な含有量が少なく降灰層準を決定す

ることは困難であるとされつつも、相

対的な火山ガラスの含有率のピークと

各火山灰の降灰順序を考慮 して、第12

層～第13層 b上部で姶良―Tn火山灰

(AT)、 第12層で鬼界一アカホヤ火

山灰 (K― Ah)、 第 9層 a～第 9層

Cで曾根沼火山灰の 3種類の火山灰ガ

ラスが確認されている。ただ、鬼界一

アカホヤ火山灰 (k― Ah)を 起源と

する火山ガラスについては、火山噴出

物の年代幅が大きい下位層準の姶良

Tn火山灰 (AT)と混在 して検出さ

れる等の特徴が認められた。なお、当

調査地の火山灰分析試料採取地点から

北西約420mの八尾南遺跡第 8次調査

(Y S87-8)で実施 した火山灰分析

においても、同様の成果が得られてお

り、約1.5万年の年代差をもつ火山ガ

ラスが同一層中に混在して出土する堆

積環境の変化を各分野との相互研究の

中で、明晰にする必要があろう。

1グリッド

2グ リッド

西 トレンチ

3グ リッド

4グ リッド

5グ リッド

6グ リッド

7グ リッド

8グ リッド

十

第18図 下層調査グリッド設定図
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x45+

十

十

9グ リッド

十

10グ リッド

十

十

十

+

10m

東 トレンチ

第 3章 まとめ

今回の調査では、弥生時代前期 (畿内第 I様式新段階)か ら弥生時代中期 (畿内第Ⅱ oⅢ様

式)に比定される遺構 。遺物を検出した。

弥生時代前期新段階に比定される遺構としては、西 トレンチで検出したSD-3が あるのみ

で、不明な点が多い。また、遺物包含層である4層からも、当該期に比定される遺物が数点出

土した程度であることから、この期に集落の存在が認められるものの、当調査地付近は居住域
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の中心的な位置からは離れた地点にあったようである。既往調査では、当調査地から】ヒ西250

m地点で実施された第 5次調査 (Y S86-5)で、前期古段階～新段階の掘立柱建物群・甕棺
詞El

l基 。しがらみ 1箇所が検出されているほか、さらに南側に接する位置で実施された第15次調

査 (Y S90-15)では、前期古段階～中段階の土器類が多量に出土した自然河川が検出されて
註2

おり、 これらの調査地の近隣において、当該期の集落が存在 したものと推定されている。

弥生時代中期 (畿内第Ⅱ・ Ⅲ様式)の遺構については、当調査地の北西270mで実施された

大阪市の長原遺跡第41次調査 (N G82-41)で、中期中頃の水田が検出されている以外は不明
註 3

であった。今回の調査では集落の中核を成す居住域に関連 した遺構群が検出されており、長原

遺跡第41次調査 (N G82-41)で検出された水田もこれらの集落の生産遺構であった可能性が

高い。
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働八尾市文化財調査研究会報告28 側八尾市文化財調査研究会

註3 大阪市教育委員会・側大阪市文化財協会 1983『大阪市土地開発公社川辺市営住宅建設工事に伴う

長原遺跡発掘調査の現地説明会資料』
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Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

付章 八尾南遺跡第17次調査の火山灰分析

株式会社京都フィッション・ トラック

檀原  徹

1.試  料

今回の分析試料は、八尾南遺跡第17次調査に伴い財団法人八尾市文化財調査研究会の発掘担

当者の手により採取された柱状土層試料 (巻末写真参照)である。この試料は、土層区分およ

び層厚を考慮して同担当者の指示により室内でさらにサンプリングされ以下の分析に供された。

なお試料の採取層準は、測定データを総合的にまとめた図 1(P173・ 174)の図中に示されて

いる。

2.分析方法

試料の分析は、以下のフローチャートに従い行った。

次に処理工程について説明を加える。

(1)色調判定

未処理試料50～100gを自紙上にとり、新版標準土色帳 (農林省農林水産技術会議事務局監

修,1970)に より判定表示する。

(2)前処理

まず半湿潤状態の生試料を30.Og秤量 し、50℃で15時間乾燥させる。乾燥重量測定後、 2ゼ

ビーカー中で数回水替えしながら水洗 し、超音波洗膝を行う。この際、中性のヘキサメタリン

酸ナトリウムの溶液を液濃度 1～ 2%程度となるよう適宜加え、懸濁がなくなるまで洗漆水の

交換を繰返す。乾燥後、舗別時の汚染を防ぐため使い捨てのフルイ用メッシュ・ クロスを用い、

3段階の舗別 (60,120,250mesh)を行い、各段階の秤量をする。こうして得られた120～250

mesh(狛 ～ /6 mm)粒径試料を比重分別処理等を加えることなく、封入剤 (Nd=1.54)を 用

いて岩石用薄片を作成した。

偲)重鉱物分析

主要重鉱物 (カ ンラン石・斜方輝石・単斜輝石・角閃石・黒雲母 。アパタイト・ ジルコン・

イディングサイト等)※ (1)を鏡下で識別し、ポイント・ カウンターを用いて無作為に200個体

を計数 してその量比を百分率で示 した。なお、試料により重鉱物含有が少ないものは結果的に

総数200個 に満たないことをお断りしておきたい。この際、一般に重鉱物含有の少ない試料 は

重液処理により重鉱物を凝集することが行われるが、風化による比重変化や粒径の違いが組成
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トレンチ側壁などから柱状に土層を切り取る

5～ 10cm刻 みに約100gずつ連続的に採取

色調判定後、前処理用試料として一定量を秤量し、

残余は保存試料として残す

乾燥重量測定

水 洗

超音波洗族 (分散剤はヘキサメタリン酸ナトリウム)

乾 燥

フルイ分け 3段階 (60,120,250mesh)

保存試料および各重量測定

匠91ij:iと :::1叛:坊韓患客|∃

用 ヽ検
鏡
お
よ
び
機
器
分
析

(1枚 )

]を

チェック

RIMSを用い火山ガラスの屈析率を測定

火山灰の種類、降灰層準を判定する

土壌中火山灰 (火山ガラス)

ま
と
め

フルイ分け済み試料

検 鏡 用 試 料
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Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

分布に影響を与える懸ムがあるため、今回の分析では重液処理は行っていない。なお重鉱物分

析は横山・楠木 (1969)※ (2)お よび吉川 (1976)※ は)に準拠 した。

(4)火 山ガラス含有率測定

前処理で作成された岩石用薄片を検鏡 し、特に火山ガラスの含有率や特徴を中心に以下の各

項目について測定 。チェックを行った。

①火山ガラス含有率

鏡下で火山ガラス・重鉱物・軽鉱物 (土粒子やアモルファス粒子を含む)を識別し、各含有

率を測定した。

②火山ガラス型

吉川 (1976)の分類に準拠して、含有される火山ガラスの形態を多いものから半定量的に求

め表示した。なお吉川の分類に含まれないものについては、不規則型として一括した。

③プラント・ オパール含有

鏡下でしばしばプラント。オパールが識別されるため、その有無と、比較的多い場合には全

粒子に対するプラント・オパール含有率を半定量的に示した。

④色付ガラスの有無

淡褐～淡紫色を呈する色付ガラスの有無は、広域テフラの識別の際に特徴の一つとなる場合

がある。そこで、色付ガラスの有無を示した。なおここでいう色付ガラスには、スコリア (塩

基性火山砕屑物)中にしばしば含まれる赤褐,褐,黄,緑色のガラスは含まれない。

低)火山ガラスの屈折率測定

前処理により調製・保存された120～ 250mesh(‰ ～ X6mm)粒径試料を対象に、温度変化

型屈折率測定装置 (RIMS 86)※ (りを用い火山ガラスの屈折率を測定した。測定に際しては、

精度を高めるため原則として 1試料あたり30個の火山ガラス片を測定するが、火山ガラス含有

の低い試料ではそれ以下の個数となる場合もある。

なお具体的に測定データは巻末にデータシートとしてまとめられ、次に述べるように表示さ

れている。まず最上位に試料名 (Seriesお よび Sample Name)が E「刷され、Immersion Oil

は測定に使用した浸液の種類を示す。Ndの式はその浸液温度から屈折率を換算するもの、Nd

は屈折率、tは温度を示す。この式は一次式であり火山ガラスと浸液の屈折率が合致 した温度

が測定によって得られるので、この式から火山ガラスの屈折率が計算される。

(As.十 De)/2は合致温度を上昇させた時 (Asceent)と下降 (Descent)の平均値として

求めた時の意味であるが、繁雑さを避けるため測定温度は表示せず、各火山ガラス片毎の屈折

率のみが表示されている。測定された屈折率値は最終的にTotalの 項にまとめられる。

count,min,max,range,mean,st,dev,skewは それぞれ屈折率の測定個数、最小値、
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最大値、範囲、平均値、標準偏差、そして歪度である。屈折率の histOgramの 図は縦方向に

屈折率を0001き ざみで表示 し、横方向にその屈折率をもつ火山ガラスの個数が表現される。

*一つが 1個の火山ガラスである。

3.分析結果および考察

今回得られた分析結果は集約され、前掲の図 1に表示されている。これらの分析情報の中で

考古学的に価値をもつものは、編年上意味のあるテフラ (広域テフラ)の降灰層準を合理的に

認定する根挺を与える情報である。具体的には、テフラ起源物質として明確に同定される火山

ガラスの特徴や含有量比の情報が最も重要となる。

一般に土壌中に含まれる重鉱物の分析が広く行われているが、重鉱物分析結果をテフラ降灰

層準との関係で議論する場合には十分な注意が必要である。その理由は、土壌中の重鉱物は母

岩起源のものを含むのが普通であり、必ずしもテフラ起源とのみ特定することができないから

である。 しかも同一種類の鉱物でもその組成上かなりの多様性をもつことが普通であり、純粋

にテフラ起源の重鉱物のみを識別することは困難が多い。このため、今回の分析結果の考察に

おいては、重鉱物分析結果から得られる情報は参考程度として低く扱わざるを得ないことをお

断りしておきたい。

さて火山ガラスから得 られる情報に注目すると、今回の試料中には少なくとも3種類の火山

ガラスが識別される。それらは、各火山ガラスの特徴をもとに近畿地方でのテフラ・ カタログ

(表 1)や今回の分析結果 (表 2)と対照すると、降灰年代の古いものから姶良―Tn火山灰 A

T(BB55),鬼界一アカホヤ火山灰 K― Ah(B5-3(U)),曽 根沼火山灰 (BB7)※低)脩)に

対比するのが自然である。ただし3火山灰とも絶対的な含有率は低く、いずれも降灰層準を決

定することは困難である。 しかし相対的な含有率のピークと各火山灰の降閃 I頂序を考慮すると、

およその降灰層準の認定は不可能ではないと判断される。

次にこれらの対比にもとづき、今回の分析結果とその解釈を一覧表で示す (表 2)。

※(1)町田瑞男。村上雅博・斎藤幸治 (1983):南関東の火山灰層中の変質鉱物“イディングサイト"につ

いて,第四紀研究。2Ж l〉 69-76.

※鬱)横山卓雄・楠木幹浩 (1969):鍵 層としての火山灰層,特に大阪層群の火山灰について,同志社大

学理工研報告, 9,58-93.

※(3)吉川周作 (1976):大 阪層群の火山灰層について.地質学雑誌.8/8】 479-515.

※14)横山卓雄・檀原 徹・山下 透 (1986):温度変化型屈折率測定装置による火山ガラスの屈折率測

定.第四紀研究.2駅 1た 21-30.

※徳)竹村恵二・檀原 徹 (1988):土 壌中火山ガラス抽出分析による遺跡の地層対比および編年一温度

変化型屈折率測定装置を使用して一
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Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

一鉱！軽火山ガ叛

粘土・砂粒度組成 (χ)        常120～常2拗粒度試料中の
火山デ叛・重鉱物・軽鉱物制或

幌  20X 40X 60X 80X 100x 幌  20X 40X 60X 80X 100X

:]粗勝 634〉

!lillll:

ガ叛の屈折率頻度分布図

1.495   1.500   1.505   1.510   1.515

*1 主要重鉱物の略称と鉱物名
Ol lカ ンラン石  Opx:斜方輝石
Bi:黒 雲 石  Gar iザ クロ石

*2 PO:プ ラント・オパール含有率 or有無
*3 主要ガラス型の名称 (吉川,1976)
Ha,Hb:扁平型 (バブルウォール型)

*4 (吉ナIL 1976)以外のガラス型の略称
SG:ス コリア質ガラス

八尾南適跡第17調査

火山灰分析

柱 状 図
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図 1 八尾南遺跡第17次調査 (Y S91-17)
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試料採取層準土層模式柱状図および分析結果
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考古学と自然科学 第20号  日本文化財学会誌,35-50。
※俯)町田 洋 。新井房夫・小田静夫・遠藤邦彦・杉原重雄 (1984):テ フラと日本考古学―考古学研究
と関係するテフラのカタログー.古文化財の自然科学的研究.869-928.
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そ
の
特
徴

※
15
)竹
村
恵
二
・
檀
原
 
徹
(1
98
8)
:土
壌
中
火
山
ガ
ラ
ス
抽
出
分
析
に
よ
る
遺
跡
の
地
層
対
比
お
よ
び
編
年
一
度
変
化
型
析
率
測
定
装
置
を
使
用
し
て
―
.考
古
学
と
自
然
科
学
 
第
20
号
 
日
本
文
化
財
科
学

会
誌
.3
5-
50
.

16
,町
田
 
洋
ほ
か
(1
98
4)
:テ
フ
ラ
と
日
本
考
古
学
―
考
古
学
研
究
と
関
係
す
る
テ
フ
ラ
の
カ
タ
ロ
グ
ー
 
古
文
化
財
の
自
然
科
学
的
研
究
.8
65
-9
28

日 　 ＞ 嗣 副 鱒 堺 韻 葛 済 酬 叫 （ く 魃 ｏ ｌ 囀 ）

火
山
ガ
ラ
ス
検
出
層
準

屈
折
率

(N
d)

主
な
火
山

ガ
ラ
ス
型

※
(6
)

対
比
さ
れ
る

広
域
テ
フ
ラ

※
(5
X6
)

降
灰
年
代

備
考

分
布
層
準

最
大
濃
集
層
準

サ
ン
プ
ル
Nα
深
度
サ
ン
プ
ル
No
深
度
地
 
層
 
名

No
 l

Nα
 6

O 
cm

38
cm

91
言
a

9層
C

1 
49
9

1.
50
3

C 
型

(中
間
型
)

十三 寺
掌|

曽
根
沼
火
山
灰

BB
7

3,
00
0 B,
P

No
 l
～
6試
料
で
少
量
検
出
さ
れ
た
の
み
で
あ
り
、
降
灰
層
準

決
定
は
困
難
。
降
灰
層
準
に
近
い
と
い
う
状
況
証
拠
を
与
え
る

に
止
ま
る
が
,火
山
ガ
ラ
ス
の
特
徴
と
層
序
か
ら
曽
根
沼
火
山

灰
の
可
能
性
が
あ
る
。

陣 ” 耐

‰ ” 駒
Nα
ll
輸 ¨ 輸

(1
2層
?)

1 
50
8

1.
51
4

最
頻
値
=1
51
0

H 
型

(扁
平
型
)

鬼
界
ア
カ
ホ
ヤ

火
 
山
 
灰

(K
―
Ah
)

B5
-3
(U
)

6,
30
0 BP

全
分
布
層
準
で
下
位
層
準
の
火
山
ガ
ラ
ス
(A
T)
と
混
在
す
る

が
配
■
試
料
層
準
で
相
対
的
な
含
有
量
が
多
く
,降
灰
層
準
に

近
い
と
判
断
さ
れ
る
。
ガ
ラ
ス
形
態
は
H型
を
主
と
し
濃
い
色

付
ガ
ラ
ス
を
含
む
。
火
山
ガ
ラ
ス
の
屈
折
率
が
高
い
の
が
特
徴
。

最
濃
集
層
準
上
位
で
プ
ラ
ン
ト
・
オ
パ
ー
ル
含
有
量
が
多
く
な

る
。

陣 ” 耐

O 
cm

14
8c
m

No
 l

No
13

75
cm

96
cm

12
層

13
層
b上
部

1 
49
8

1 
50
1

最
頻
値
=1
50
0

H 
型

(扁
平
型
)

始
良
Tn
火
山
灰

(A
T)

BB
55

21
,0
00

22
,0
00

BP

今
回
の
全
分
析
層
準
で
検
出
さ
れ
る
。
No
■
～
13
試
料
で
相
対

的
に
濃
集
す
る
が
,含
有
量
が
少
な
く
降
灰
層
準
と
断
言
す
る

こ
と
は
困
難
。
降
灰
層
準
に
近
い
と
の
み
言
い
う
る
。
無
色
透

明
な
扁
平
(バ
ブ
ル
・
ウ
ォ
ー
ル
)型
ガ
ラ
ス
を
主
と
し
亀
ノ

甲
型
と
称
す
る
特
異
な
形
態
を
も
つ
ガ
ラ
ス
を
少
量
含
む
。



血 試 料 名
重 鉱 物 組 成 ※

備 考
Ol
Pyroxene Ampl bole

Opq Id Zr Bi Ap Total
Opx Cpx BHo GHo

1

八尾南遺跡

9層 a 上
0～ 8 cn

4 3 0

728 21.2 1000

2

八尾南遺跡
9層 a 下
8～ 16  cm

1 1 1 5 0

78.0 180 1000

3

八尾南遺跡
9層 b
16^Ψ 20  cm

0 2 6 0

870 1000

4

八尾南遺跡
9層 CI上
20-26  cm

0 1 2 0

755 210 1000

5

八尾南遺跡
9層 Cl中
26-32  cm

0 1 3 0 0

17 809 1000

6

八尾南遺跡
9層 Cl下
32-38  cm

0 1 0

84 1 H6 100.0

7

八尾南遺跡
9層 C2

38-46  cm

1 1 2 3 0

848 10 8 1000

8

八尾南遺跡
22層

46-55  cm

1 1 2 2 0

83.0 14 0 1000

9

八尾南遺跡
10層

55-64  cm

2 2 1 0 0

820

八尾南遺跡
11層

64-75  cm

1 0 0

71 1 23.3 1000

注.※(1)上段 計測粒子数   下段 %

なお各鉱物とその略称は、以下のように対応します。

Ol:カ ンラン石,  Opx:斜 方輝石,   Cpx:単 斜輝石,   BHo:褐 色普通角閃石,

Gho:緑色普通角閃石,Opq:不透明(鉄)鉱物, Id:イ ディングサイト, Zr iジ ルコン,

Bi:黒 雲 母,   Ap:ア パタイト,  Gar:ザ クロ石,    VG:火 山ガラス,
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試 料 名
重 鉱 物 組 成 ※

備 考
Ol
Pyroxene Amphibole

Opq Zr Bi Ap Total
Opx Cpx BHo GHo

八尾南遺跡
12層

75-82  cm

2 0 4 0 6

854 100.0

八尾南遺跡
13層 a

82-88  cm

4 0 2 0 3 0 zeolite?

含む
800 155 1000

八尾南遺跡
13層 b 上
88-96  cm

0 2 0 8 0 zeolite?

少量含む
760 18.0 1000

八尾南遺跡
13層 b 中
96-105 c皿

2 0 0 8

74.5 205 1000

八尾南遺跡
13層b 下
105-115cm

0 5 0 0

69.1 263 1000

八尾南遺跡
14層 上
115-125cm

0 1 0 0

744 20,9 100,0

八尾南遺跡
14層 中
125-135cm

0 1 100

747

0

187 1000

八尾南遺跡
14層 下
135-1489血

0 2 1 7 0

593 313 1000

以下余白

Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

注.※(1)上段 計測粒子数   下段 %

なお各鉱物とその略称は、以下のように対応します。

Ol iカ ンラン石,  Opx:斜 方輝石,   Cpx:単 斜輝石,   BHo:褐 色普通角閃石,

GhO:緑色普通角閃石,Opq:不透明(鉄)鉱物, Id:イ ディングサイト, zr:ジ ルコン,

Bi:黒 雲 母,   Ap:ア パタイト,  Gar:ザ クロ石,    VG:火 山ガラス,

―-179-―



No
試 料 名
(sample name)

屈折率範囲 (range) 屈折率
平均量

(mean)

測 定
個体数

(個 )

屈折率最頻値

(ェnode)

火山ガラス形態

(glass type)最 刀ヽ 最 大

l

八尾南遺跡
9層 a 上
0～ 8 clll

14973
(1 5013)

1 5100

1499≦ Nd<1500 H型主 C型

2

八尾南遺跡
9層 a 下
8～ 16  cm

14979
1 5017

(1 5101)

1 5009

1 5023

(15114)

1.4991

1.5021

1.5106

1498≦ Nd<1499 H型主 C型

3

八尾南遺跡
9層 b
16-20  cm

1_4988

1 5013

1 5101

1499≦ Nd<1.500 H型主 C型

4

八尾南遺跡
9層 C二 上
20-26  cm

14972
1 5023

1 5097

1 5012

15025
1 5113

14993
1 5024

1 5106

1.499≦ Nd<(1500 H型主 C型

5

八尾南遺跡
9層 Cl中
26-32  c皿

14975
1 5016

1 5093

1 5004

1 5024

15112

14992
1 5020

1 5104

1,499≦ Nd<1500 H型主 C型

6

八尾南遺跡
9層 Cl下
32-38  cm

14965
(1 5015)

1 5094

1 4984

1 5015

1 5107

1498≦ Nd<1499 H型主 C型

7

八尾南遺跡
9層 C2

38-46  cm

14978

15104

1.4993

1 5114

1_4987

1.5109

1498≦ Nd<1499 H型主 C型

8

八尾南遺跡
22層

46-55  cm

14968

1.5098

14997

1 5104

14984

1 5102

1498≦ Nd<1499 H型主 C型

9

八尾南遺跡
10層

55-64  c皿

1.4969

15099

14989

15112

14980

1 5104

1498≦ Nd<1.499 H型主 C型

八尾南遺跡
■層

64-75  cm

14969

15101

1.5002

15113

14985

1 5107

1.498≦ Nd<1.499 H型主 C型

火山ガラス屈折率測定結果一覧表

※ H:扁平型
C:中間型
T,多孔質型
(吉川,1976)
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試 料 名
(sample name)

屈折率範囲 (range)

鵬眸てｍｅａｎ，

定

数
♭
体
個

測

個
ぐ

屈折率最頻値

(mode)
火山ガラス形態

(glass type)最 刀ヽ 最 大

八尾南遺跡
12層

75～82 卿

14967

1 5103

1 5005

1 5123

1_4985

1.5113

23

7

1497≦ Nd<1498

1499≦ Nd<1500
H型主 C型

八尾南遺跡
13層 a

82-88  cm

14971

1 5101

1 5003

1 5109

1.4988

1.5104

1_498≦ Nd<1_499 H型主 C型

八尾南遺跡
13層 b 上
88-96  cm

14962

(1 5106)

1 5002

(1 5106)

1.4984

1.5106

1498≦ Nd<1499 H型主 C型

八尾南遺跡
13層 b 中
96-105 cm

14969 1 4998 1 4987 1498≦ Nd<1499 H型主 C型

八尾南遺跡
13層 b 下
105-115 cm

14980 1.4997 14988 1.498≦ Nd<1_499 H型

八尾南遺跡
14層 上
115-125 cm

14981 14995 14988 4 ― ≦Nd<一 H型

八尾南遺跡
14層  中
125-135 cm

14986

(1 5053)

1.4990

(1 5053)

1.4988

1 5053
― ≦Nd<― Htt C型

八尾南遺跡
14層 下
135-148 cm

14981 1 4990 1 4986 2 ― ≦Nd<― HttC型

以下余白

火山ガラス屈折率測定結果一覧表

Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

※ H:扁平型
C:中間型
T:多孔質型
(吉ナlに 1976)
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通

番

血
試料名
靭
襲
①

粒 度 組 成(g) 鉱物・ガラス組成(%)
*1

主要重鉱物および備考

PO
キ2

多准

切

*3 *4
主要火山ガラス型

師
脇
翻

砂粒分(mesh size)

>60～ 120～ 250
分土

<250

火山 重鉱 軽鉱

ガラス 物  物

1

2

3

4

5

9層 a上

9層 a下

9層 b

9層 Ci上

9層 CI中

241

238

234

231

242

ユ

お

う

巧

５

一

21   08   08

02   0 1    05

0 1   02    08

1 2   08    2 7

1 9   09    28

177

200

204

178

179

15   30  955

30   30  940

20   40  940

40   40  920

20   30  950

GHo Opq Zr Opx Bi

GHo Opq Opx Zr BHo Bi

GHo Opq BHo Zr Bi

GHo Opq Zr BHo Bi

GHo Opq Opx Zr BHo

GHo Opq Zr Opx BHo Cpx

GHo Opq Zr Cpx BHo Bi

GHo Opq Zr Opx BHo Bi

GHo Opq Cpx BHo Zr

GHo Opq ttr Opx Cpx

1

5

3

4

2

Hb Ha Cb Ca

Hb Ha Cb Ca

Hb Ha Cb

Hb Ha Cb lt Ca

Hb Ha Cb

Hb Ha Cb

Hb Ha Cb

Hb Ha Cb

Hb Ha Cb

Hb Cb Ha

＋

キ

＋

＋

＋

一
＋

十

十

十

＋

6

7

8

9

10

9層 Cl下

9層 C2

22層

10層

11層

32   08    26

1 3   05    20

05   06    1 9

05   06    1 6

18   2 1    42

175

200

204

20.4

161

20   30  950

20  40  940

20   40  940

10   30  960

20   30  950

2

1

5

3

2

第 1表 八尾南遺跡第17次調査火山灰分析

キ1 各鉱物とその略称は以下のように対応します。

01:カ ンラン石   Opx;斜方輝石   Cpx,単斜輝石 GHoi緑色普通角閃石  BHoi褐色普通角閃石

Idiイ ディングサイト  Opq;不透明鉱物Bi;黒雲母 Gar:ザクロ石  Zriジ ルコン

*2 PO含有とはプラント・オパールの含有量 (%)を示します。

*3 火山ガラス型とその略称は吉川 (1976)に従い以下のように対応します。

Ha Hb;扁平型 (バ ブル・ ウォール型) Ca Cbi中間型 (軽石型)Ta Tbi多 孔質型 (軽石型.繊維状型)

*4 なお、吉川 (1976)以外のガラス型について次の略称を用います。

Sg,ス コリア質ガラス   It,不 規則型

[屈折率値頻度分布]

(血)

試 料 名

1

9層 a

234567
9層 a 9層 b 9層 C19層 C19層 C19層 C2

3

22層

9      10

10層  ■層
1495=<Nd<1496
1496=<Nd<1497
1.497=<Nd<1498
1498=<Nd<1499
1499=<Nd<1500
1500=<Nd<1501
1501=<Nd<1502
1502=<Nd<1503
1503=<Nd<1504
1504=<Nd<1505
1505=<Nd<1506
1506=<Nd<1507
1507=<Nd<1508
1508=<Nd<1509
1_509=<Nd<1510
1510=<Nd<1511
1511=<Nd<1512
1512=<Nd<1513
1513=<Nd<1514
1514=<Nd<1515

0      0

1       0

2      3

5      4

7      8

2       5

2       1

0      2

0      0

0      0

0      0

0      0

0      0

0      0

2       1

2      3

0      3

0      0

0      0

0      0

0       0       0

1       1       1

3       2       3

11       5       8

2       0      2

o       0      2

0       0      0

0       0      0

0       0      0

0       0      0

0       0      0

0       0      0

0       0      0

0       0       0

1       2       5

4       1       1

0       1       0

0       0       0

0       0       0

0       0      0

0

0

4

2

6

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

4

1

0

0

0

0

0

2

5

6

5

1

1

0

0

0

0

0

0

1

3

1

0

0

0

0

0

1

9

5

4

1

3

0

0

0

0

0

0

0

6

1

0

0

0

―-182-



Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

第 2表 八尾南遺跡第 17次調査火山灰分析

*1 各鉱物とその略称は以下のように対応します。

01,カ ンラン石  Opx;斜方輝石  Cpx,単斜輝石  GHo;緑色普通角閑石 BHo;褐色普通角閃石

Opq;不透明鉱物

*2 PO含有とはプラント・ オパールの含有量 (%)を示します。

*3 火山ガラス型とその略称は吉川 (1976)に従い以下のように対応します。

Ha Hbi扁平型 (バブル・ ウォール型) Ca cb,中間型 (軽石型)Ta Tb,多 孔質型 (軽石型、繊維状型)

*4 なお、吉川 (1976)以外のガラス型について次の略称を用います。

Sgiス コリア質ガラス   It,不 規則型

[屈折率値頻度分布]

Bi,黒雲母 Gariザ クロ石  Zriジルコン   Idiイ ディングサイト

(No)  11  12  13  14  15
試 料 名  12層 13層 a 13層 b 13層 b 13層 b

16

14層

17

14層

18

14層

通
番

血
試料名

乾燥

重量

(g)

粒 度 組 成(g) 鉱物・ガラス紙成(%)
*1

主要重鉱物および備考

PO
*2

雪有

∽

キ3 キ4
主要火山ガラス型

餅

崩
帥

砂粒分(nlesh size)

>60～ 120～ 250
佑土分

<250

火山 重鉱 軽鉱

ガラス 物  物
11

12

13

14

15

12層

13層 a

13層 b上

13層 b中

13層 b下

251

249

243

252

252

19  26   58

12  19  51

06   1 3    45

05   1 8    81

08   30    96

148

167

179

148

118

40   20  940

20   40  94.0

30   30  940

10   30  960

05   40  955

GHo Opq Zr BH0 0px

GHo Opq Opx Zr BHO

GHo Opq Zr Opx BHO

GHO Opq Zr Cpx

GHo Opq Zr Opx

2

1

+

+

+

Hb Ha Cb 亀ノEFgl

Hb Ha Cb 亀ノWgl

Hb Ha Cb Ca

Hb Ha Cb

Hb Ha

十

十

16

17

18

14層上

14層 中

14層下

253

253

255

21  37  79
2 9   50    79

4 7   69    6 1

116

95

78

02   30  968

02   30  968

05   40  955

GHo Opq Zr Opx

GHo Opq Zr Opx Bi

GHo Opq Zr Opx BHo Bi

十

+
+

Hb

Hb Cb

Hb Ha Cb

十

　

一　
　
一

*Zeohte含 む

1495=<Nd<1496  0   0   0   0   o
1496=<Nd<1497  2   0   2   1   0
1497=<Nd<1498  7   2   7   2   0
1498=<Nd<1499  5   12   11   7   6
1499=<Nd<1500  7   6   8   6   2
1500=<Nd<1501  2   1   1   0   o
1501=<Nd<1 502  0   0   o   o   o
1502=<Nd<1 503  0   0   0   o   o
1503=<Nd<1 504  0   0   0   o   o
1504=<Nd<1505  0   0   0   0   o
1505=<Nd<1 506  0   0   0   o   o
1506=<Nd<1 507  0   0   0   o   o
1507=<Nd<1 508  0   0   0   o   o
1508=<Nd<1509  0   0   0   0   o
1509=<Nd<1510  0   0   0   0   0
1510=<Nd<1511  2   3   1   0   0
15■ =<Nd<1512  4   0   0   0   o
1512=<Nd<1 513  1   0   0   o   o
1513=<Nd<1514  0   0   0   0   o
1514=<Nd<1515  0   0   0   0   o
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写 真 図 版 の 凡 例

物

Ol

Opx

Cpx

GHo

BHo

opq

カンラン石

斜方輝石

単斜輝石

緑色普通角閑石

褐色普通角閑石

不透明鉱物

イディングサイ

ジルコン

黒雲母

アクヾタイト

ザクロ1石

ｍ一
狩
Ｂｉ
Ａｐ
鯨

の

VG:火 山ガラス

Po:プ ラント・ オパール

CVG 色付火山ガラス

*但し、写真倍率は焼付ごとに毎回多少の違いが生じるが、

およそ70倍程度である。
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Ⅲ 八尾南遺跡第17次調査(YS90-17)

機i V

No l

9層 a上
0～ 8 cm

・
饉継

議革弾甚ギ．，・　　^浄一
一含

寸

ど、

韓

，　
一轟
　
（ヽ

Γ鶴
一騨
ｉ

。睦

鍮 ― 1娃隷十1
持轟―1攀暮

・範

襲 v    lデ■F

Nα 4

9層 Cl上
20-26  cm

No 7

9層 C2

38-46  c皿

Ⅲ       
‐
     韓

す `ギ
虻

戸
．

心ぐ
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韻
―
撃驚繋

欝

≡

Noll

12層

75-82  cm

Nα13

13層 b上
82-88  cm

No18

14層 下

135-148 cm

詠

砂

<

摩,錢 |



図 判



図
版

一

矮

髯

姦

，

雛
姦
塩
一髯

西 トレンチ全景 (北から)



図
版
二

轄
1筆上

軟
イ
|ミ

東 トレンチ全景 (北から)

キ滋
癬
幹



雲
>|

漂
西 トレンチ南部遺構検出状況 (北から)

東トレンチ南部遺構検出状況 (北から)



西 トレンテSK-5(右 )。 SK-6(左 )検出状況 (南から)

西 トレンチSK-8検 出状況 (南から)



西 トレンチSK-14～ 16検出状況 (南から)

西 トレンチSK-19検出状況 (西から)



西 トレンチ下層確認グリッド

(手前から 1～ 4グ リッド)(北から)
西 トレンチ下層確認グリッド

(手前から 5～ 8グ リッド)(北から)

東 トレンチ下層確認グリッド (左 -9グ リッド・右-10グ リッ



図
版
七

1グ リッド 5グ リッド

2グ リッド 6グ リッ ド

3ク リッド 7グ リッド

4グ リッ ド 8グ リッド
下層確認グリッド (1～ 8グ リッド)


